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馬
牛
羊
や
奴
婢
と
い
っ
た
大
型
動
産
管
理
に
つ
い
て
、
戦
国
時
代
に
は
経
済
的
指
標
と
し
て
家
畜
数
を
把
握
す
る
考
え
が
存
在
し
て
い
た
。
続

く
秦
代
で
は
大
型
動
産
売
買
の
際
に
質
と
呼
ば
れ
る
文
書
を
作
成
し
、
民
間
の
所
有
大
型
動
産
を
把
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し

た
所
有
大
型
動
産
情
報
は
、
戸
籍
簿
と
同
様
に
郷
に
お
い
て
管
理
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
公
的
機
関
で
の
動
産
管
理
の
実
例
か
ら
民
間
所
有
の
大

型
動
産
情
報
に
つ
い
て
も
簿
に
よ
る
管
理
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
続
く
漢
初
で
も
、
質
の
手
続
き
を
用
い
た
大
型
動
産
管
理
が
行
わ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
財
産
相
続
時
に
は
券
が
県
廷
に
保
存
さ
れ
、
必
要
が
あ
れ
ば
戸
ご
と
の
所
有
動
産
情
報
を
確
認
で
き
た
こ
と
、
官
吏
に
対
し

て
は
所
有
大
型
動
産
の
価
値
が
銭
換
算
で
記
録
、
管
理
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
大
型
動
産
管
理
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
秦
か
ら
漢
に
か
け
て
、

人
々
の
所
有
財
産
を
把
握
す
る
仕
組
み
が
整
理
さ
れ
、
秦
代
に
既
に
そ
の
核
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。	

 
�

史
林　

一
〇
八
巻
三
号　

二
〇
二
五
年
五
月

は　

じ　

め　

に

　

財
産
に
は
土
地
や
家
屋
な
ど
の
不
動
産
の
ほ
か
、
金
銭
や
家
畜
な
ど
の
動
産
が
存
在
す
る
。
古
代
中
国
で
戸
籍
に
よ
る
人
々
の
管
理
が
進
ん

で
い
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
特
に
土
地
な
ど
の
不
動
産
管
理
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。

　

一
方
、
動
産
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
税
に
関
わ
る
議
論
を
除
く
と
、
十
分
な
研
究
が
な
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
例
え
ば
、
馬
は
軍
事
的
に

①

②
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重
要
視
さ
れ
、
漢
代
に
は
関
中
か
ら
関
外
へ
の
移
動
が
制
限
さ
れ
る
時
期
が
存
在
し
た
。
こ
う
し
た
大
型
動
産
の
重
要
性
は
認
め
ら
れ
な
が
ら

も
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
漢
代
の
私
有
財
産
に
つ
い
て
は
鄭
顕

文
・
王
蕾
二
〇
二
一
に
言
及
が
あ
る
も
の
の
、
秦
代
へ
の
言
及
が
な
く
、
財
産
保
護
の
観
点
が
中
心
で
、
動
産
管
理
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
検

討
は
少
な
い
。
民
間
や
各
官
府
で
の
動
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
典
籍
史
料
に
は
末
端
の
経
済
行
為
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
こ
と
、
出
土
史
料

中
に
も
断
片
的
に
し
か
記
述
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
研
究
状
況
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
近
年
新
出
の
『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
に
お
い
て
大
型
家
畜
の
売
買
に
関
す
る
法
律
条
文
が
発
見
さ
れ
、
大
型
動
産
の
管
理
の
検
討
を

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
岳
麓
秦
簡
は
、
二
〇
〇
七
年
に
香
港
の
骨
董
市
場
で
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
が
購
入
し
た
簡
牘
群
で
、
秦
始
皇
帝

期
か
ら
二
世
皇
帝
期
の
紀
年
の
存
在
や
、
秦
代
の
律
令
を
含
む
こ
と
か
ら
、
秦
代
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
既
に
拙
稿
に
お
い
て
『
岳
麓
秦

簡
（
肆
）』
中
の
秦
律
を
検
討
し
、
大
型
動
産
の
売
買
時
に
行
わ
れ
る
質
と
呼
ば
れ
る
行
為
の
基
礎
的
な
考
察
、
お
よ
び
関
連
し
て
商
取
引
の

管
理
を
論
じ
た
。
大
型
動
産
は
所
有
者
と
と
も
に
場
所
を
移
動
す
る
わ
け
だ
が
、
秦
漢
期
の
人
と
物
の
動
き
を
検
討
す
る
上
で
も
、
動
産
が
ど

の
よ
う
に
管
理
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
質
の
理
解
を
も
と
に
、
売
買
対
象
で
あ
る
大
型
動
産
の
管

理
の
側
面
に
着
目
す
る
と
と
も
に
、
官
有
の
大
型
動
産
の
管
理
に
つ
い
て
も
参
照
し
な
が
ら
、
秦
漢
期
の
大
型
動
産
の
管
理
、
ひ
い
て
は
動
産

管
理
の
仕
組
み
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

動
産
と
い
う
言
葉
は
、
現
代
で
は
不
動
産
以
外
の
す
べ
て
の
財
産
を
指
す
語
彙
だ
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
奴
隷
と
馬
牛
羊
の
大
型
家
畜
を

大
型
動
産
と
称
し
、
そ
れ
以
外
の
動
産
は
動
産
と
の
み
記
述
す
る
。
大
型
動
産
に
含
ま
れ
る
も
の
は
、『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
中
の
質
に
関
す
る

条
文
で
の
区
分
に
基
づ
い
て
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
型
動
産
が
何
故
質
と
い
う
行
為
で
管
理
さ
れ
た
か
、
他
の
動
産
と
何
故
区
別
さ
れ
た

か
に
つ
い
て
は
本
稿
で
も
言
及
す
る
が
、
大
型
動
産
の
特
徴
と
し
て
は
、
奴
婢
や
馬
牛
に
代
表
さ
れ
る
労
働
力
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
ほ
か
、

馬
牛
羊
が
放
牧
さ
れ
る
群
居
性
の
有
蹄
類
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
頭
数
が
管
理
さ
れ
、
か
つ
移
動
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
土
地
や
宅
地
を
核
心
財
産
、
大
型
動
産
を
特
殊
動
産
と
し
て
一
般
動
産
と
区
別
す
る
表
現
が
中
国
に
は
あ
る
が
、
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日
本
で
は
一
般
に
用
い
な
い
語
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も
用
い
な
い
。

秦
漢
期
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
鈴
木
二
〇
一
二
、
劉
欣
寧
二
〇
一
二
、
張
栄
強
二

〇
二
三
の
研
究
が
参
考
に
な
る
。
不
動
産
、
特
に
土
地
制
度
に
つ
い
て
は
税
の
関

連
か
ら
日
本
で
は
吉
田
虎
雄
、
加
藤
繁
、
平
中
苓
次
と
い
っ
た
経
済
史
研
究
者
の

先
行
研
究
が
多
数
あ
り
、
土
地
制
度
も
含
む
中
国
古
代
経
済
史
研
究
の
整
理
と
し

て
重
近
二
〇
〇
九
が
あ
る
。
中
国
で
は
簡
牘
史
料
を
用
い
た
李
孝
林
ほ
か
二
〇
一

二
、
臧
知
非
二
〇
一
七
、
晋
文
二
〇
二
一
の
研
究
が
あ
る
が
、
枚
挙
に
い
と
ま
無

く
本
稿
で
の
趣
旨
と
も
異
な
る
た
め
、
逐
一
取
り
上
げ
る
こ
と
は
避
け
る
。

動
産
に
つ
い
て
、
船
や
車
へ
の
税
、
財
産
税
の
有
無
な
ど
に
関
し
て
は
平
中
苓

次
と
山
田
勝
芳
の
議
論
を
は
じ
め
、
先
行
研
究
が
充
実
し
て
い
る
。
詳
細
は
学
説

史
の
整
理
を
行
っ
た
山
田
一
九
九
三
第
一
章
、
お
よ
び
算
賦
に
関
す
る
第
三
章
、

重
近
二
〇
〇
九
を
参
照
。
中
国
で
は
前
掲
注
①
で
も
取
り
上
げ
た
臧
知
非
二
〇
一

七
の
ほ
か
、
朱
徳
貴
二
〇
二
一
の
第
四
章
、
楊
振
紅
二
〇
二
三
が
あ
る
。

漢
代
初
期
の
法
律
条
文
を
含
む
、『
二
年
律
令
』
津
関
令
を
用
い
た
馬
政
研
究

に
つ
い
て
は
、
陳
偉
二
〇
〇
三
を
参
照
。

宗
二
〇
二
三
ａ
、
二
〇
二
三
ｂ
参
照
。
ま
た
、
岳
麓
秦
簡
に
つ
い
て
は
、
正
式

な
考
古
学
的
調
査
を
経
て
い
な
い
盗
掘
簡
で
あ
り
、
宮
宅
編
二
〇
二
三
の
序
論
に

お
い
て
、
岳
麓
秦
簡
に
含
ま
れ
る
秦
律
令
の
真
贋
や
取
り
扱
い
へ
の
言
及
が
あ
り
、

そ
ち
ら
も
参
照
。

財
産
管
理
の
側
面
で
言
え
ば
家
畜
以
外
に
も
、
兵
器
、
車
、
貨
幣
、
衣
服
、
貴

金
属
や
宝
石
、
材
木
や
羽
、
漆
な
ど
の
工
業
に
要
さ
れ
る
原
料
、
各
種
器
具
な
ど

の
動
産
も
検
討
対
象
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
自
ら
の
意
思
で
移
動
せ
ず
、
繁
殖
も

し
な
い
も
の
で
あ
り
、
家
畜
や
奴
隷
の
管
理
と
は
必
然
異
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、

紙
幅
と
史
料
の
都
合
で
省
略
す
る
。

大
型
動
産
の
う
ち
、
羊
に
つ
い
て
は
条
文
中
で
は
省
略
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

第
二
章
第
二
節
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
馬
牛
と
あ
わ
せ
て
畜
官
で
管
理
さ
れ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
羊
も
含
め
る
。
羊
は
労
働
力
と
し
て
の
価
値
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な

く
、
価
格
も
奴
婢
や
馬
牛
に
比
べ
廉
価
で
あ
る
が
、
犬
や
豚
と
い
っ
た
他
の
家
畜

と
は
異
な
り
放
牧
さ
れ
、
飼
養
す
る
場
合
は
一
定
以
上
の
頭
数
を
有
す
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、
質
の
管
理
対
象
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
型
動
産

の
持
つ
価
値
や
特
徴
に
関
し
て
は
、
本
稿
第
一
章
や
第
二
章
で
言
及
す
る
。

例
え
ば
張
燕
二
〇
一
二
な
ど
。

第
一
章　

先
秦
期
の
大
型
動
産
管
理

第
一
節　

先
秦
期
の
大
型
動
産
管
理
認
識

　

君
主
に
よ
る
大
型
動
産
管
理
に
つ
い
て
、
典
籍
史
料
中
に
先
秦
期
の
状
況
を
伝
え
る
も
の
が
い
く
つ
か
見
え
る
。
例
え
ば
、『
周
礼
』
に
お

い
て
民
間
所
有
家
畜
の
把
握
、
帳
簿
の
作
成
を
前
提
と
し
た
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
周
礼
』
は
周
の
名
を
冠
す
る
が
、
紀
元
前
三
世
紀
後
半
に

①②③④
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成
立
し
た
と
さ
れ
る
。
歴
史
事
実
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
先
秦
期
に
関
す
る
豊
富

な
記
述
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
先
秦
期
に
お
け
る
理
念
を
理
解
す
る
に
は
有
用
と
考
え

ら
れ
る
。
以
下
『
周
礼
』
の
動
産
管
理
を
簡
単
に
整
理
し
た
い
。

職
方
氏　
天
下
の
図
を
掌
り
、
以
て
天
下
の
地
を
掌
り
、
其
の
邦
国
・
都
鄙
・
四
夷
・
八
蛮
・

七
閩
・
九
貉
・
五
戎
・
六
狄
の
人
民
と
其
の
財
用
・
九
穀
・
六
畜
の
数
要
と
を
弁
じ
、
周
く
其

の
利
害
を
知
る
。（『
周
礼
』
夏
官
職
方
氏
）

職
方
氏
で
は
天
下
全
て
の
「
財
用
・
九
穀
・
六
畜
」
の
概
数
を
把
握
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
六
畜
は
具
体
的
に
は
馬
・
牛
・
羊
・
犬
・
豕
・
鶏
の
六
種
と
さ
れ
、
本
稿
で
主
に
扱
う
馬
牛
羊
を
含
む
。

司
書　
邦
の
六
典
・
八
法
・
八
則
・
九
職
・
九
正
・
九
事
・
邦
中
の
版
・
土
地
の
図
を
掌
り
、
以
て
周
く
百
物
を
入
出
す
る
を
知
り
、
以
て
其
の
財
を
敘
し
、

其
の
幣
を
受
け
、
職
幣
に
入
ら
し
む
。
凡
そ
上
の
財
用
を
用
う
る
に
、
必
ず
司
会
に
攷
う
。
三
歲
、
則
ち
大
い
に
群
吏
の
治
を
計
り
、
以
て
民
の
財
、
器

械
の
数
を
知
り
、
以
て
田
野
・
夫
家
・
六
畜
の
数
を
知
り
、
以
て
山
林
川
沢
の
数
を
知
り
、
以
て
群
吏
の
徴
令
を
逆む

か

う
。（『
周
礼
』
天
官
司
書
）

司
書
は
王
畿
内
の
会
計
監
査
を
行
う
官
で
、
版
、
す
な
わ
ち
戸
籍
も
管
理
し
、
三
年
に
一
回
、
六
畜
の
数
を
調
べ
た
と
さ
れ
る
。

　

『
周
礼
』
に
お
い
て
王
の
直
轄
地
で
あ
る
王
畿
内
の
う
ち
、
王
城
よ
り
外
側
百
里
の
内
を
郊
と
い
い
、
そ
こ
に
六
つ
の
郷
が
あ
り
、
郊
の
外

側
二
百
里
ま
で
を
甸
と
い
い
、
六
つ
の
遂
が
存
在
す
る
。
甸
の
外
に
は
稍
・
県
・
都
と
呼
ば
れ
る
地
域
が
あ
り
、
甸
を
含
め
た
四
つ
が
野
と
総

称
さ
れ
る
。
三
公
王
子
弟
・
卿
・
大
夫
の
采
地
を
除
く
支
配
領
域
は
郷
系
統
と
遂
系
統
に
分
か
れ
て
お
り
、
郷
系
統
は
六
つ
の
郷
か
ら
な
り
、

郷
以
下
の
行
政
区
画
は
順
番
に
、
州
・
党
・
族
・
閭
・
比
と
い
う
編
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
型
動
産
の
調
査
・
把
握
は
地
方
行
政
長
官
が
責
任
者
と
な
っ
て
い
る
。

小
司
徒
の
職
、
邦
の
教
法
を
建
つ
る
こ
と
を
掌
り
、
以
て
国
中
及
び
四
郊
・
都
鄙
の
夫
家
九
比
の
数
を
稽
え
、
以
て
其
の
貴
賤
・
老
幼
・
癈
疾
、
凡
そ
征

役
の
施
舎
と
其
の
祭
祀
・
飲
食
・
喪
紀
の
禁
令
と
を
弁
じ
、
乃
ち
比
法
を
六
郷
の
大
夫
に
頒
ち
、
各
の
其
の
郷
の
衆
寡
・
六
畜
・
車
輦れ

ん

を
登
し
、
其
の
物

①

②

③

表一　�郷以下の行政区
画名と長官名、
家数。『周礼』大
司徒による

単位　長官名 家数

六郷 75,000

郷　大夫 12,500

州　長 2,500

党　正 500

族　師 100

閭　胥 25

比　長 5
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を
弁
じ
、
歲
時
を
以
て
其
の
数
を
入
れ
て
、
以
て
政
教
を
施
し
徴
令
を
行
わ
し
む
。（『
周
礼
』
地
官
小
司
徒
）

小
司
徒
は
王
畿
内
の
法
律
や
行
政
を
司
り
、
国
中
に
あ
た
る
郷
の
大
夫
に
郷
ご
と
の
動
産
の
調
査
・
報
告
を
命
じ
て
い
る
。
大
型
動
産
の
記
録

に
つ
い
て
は
、
郷
大
夫
の
監
督
者
で
あ
る
郷
師
も
関
与
す
る
が
、
実
際
の
調
査
は
郷
の
行
政
長
官
に
相
当
す
る
郷
大
夫
で
は
な
く
、
族
師
が
担

当
し
て
い
る
。

族
師 

各
の
其
の
族
の
戒
令
・
政
事
を
掌
る
。
月
吉
、
則
ち
民
を
属あ

つ

め
て
邦
法
を
読
み
、
其
の
孝
弟
・
睦ぼ

く

婣い
ん

・
学
有
る
者
を
書
く
。
春
秋
に
酺
を
祭
る
も
亦

之
の
如
し
。
邦
比
の
法
を
以
て
、
四
閭
の
吏
を
帥
い
、
時
を
以
て
民
を
属
め
、
其
の
族
の
夫
家
の
衆
寡
を
校
登
し
、
其
の
貴
賤
・
老
幼
・
癈
疾
・
任
ず
べ

き
者
及
び
其
の
六
畜
・
車
輦
を
弁
ず
。（『
周
礼
』
地
官
族
師
）

族
は
郷
の
三
段
階
下
、
百
家
規
模
の
行
政
単
位
で
、
四
閭
の
吏
と
共
に
族
師
が
調
査
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

一
方
、
遂
に
お
い
て
は
、
野
を
統
治
す
る
遂
人
、
六
遂
の
監
督
者
で
あ
る
遂
師
が
関
与
す
る
ほ
か
、
郷
系
統
と
は
違
い
、
遂
ご
と
の
行
政
長

官
で
あ
る
遂
大
夫
も
関
与
す
る
。

遂
大
夫　

各
の
其
の
遂
の
政
令
を
掌
り
、
歲
時
を
以
て
其
の
夫
家
の
衆
寡
・
六
畜
田
野
を
稽
え
、
其
の
任
ず
べ
き
者
と
其
の
施
舎
す
べ
き
者
と
を
弁
じ
、

以
て
稼
穡
を
教
え
、
以
て
功
事
を
稽
え
、
其
の
政
令
・
戒
禁
を
掌
り
、
其
の
治
訟
を
聴
く
。（『
周
礼
』
地
官
遂
大
夫
）

た
だ
、
実
際
の
調
査
は
よ
り
下
位
の
里
宰
が
担
う
と
考
え
ら
れ
る
。

里
宰　

其
の
邑
の
衆
寡
と
其
の
六
畜
・
兵
器
と
を
比
す
る
こ
と
を
掌
り
、
其
の
政
令
を
治
む
。

（『
周
礼
』
地
官
里
宰
）

遂
は
郷
と
同
様
、
六
つ
の
遂
で
構
成
さ
れ
、
遂
以
下
五
つ
の
単
位
で
編
成
さ
れ
る
が
、
里

は
そ
の
内
の
組
織
で
、
一
里
あ
た
り
二
十
五
家
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
行
政
官
の
ほ
か
、
徴
税
官
で
あ
る
閭
師
と
県
師
も
動
産
の
記
録
を
管
理
し
た
。

④

⑤

表二　�遂以下の行政区
画名と長官名、
家数。『周礼』遂
人による

単位　長官名 家数

六遂 75,000

遂　大夫 12,500

県　正 2,500

鄙　師 500

酇　長 100

里　宰 25

鄰　長 5
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閭
師　
国
中
及
び
四
郊
の
人
民
・
六
畜
の
数
を
掌
り
、
以
て
其
の
力
に
任
じ
、
以
て
其
の
政
令
を
待
ち
、
時
を
以
て
其
の
賦
を
徴
す
。（『
周
礼
』
地
官
閭

師
）

県
師　
邦
国
・
都
・
鄙
・
稍
・
甸
・
郊
里
の
地
域
を
掌
り
て
、
其
の
夫
家
・
人
民
・
田
莱
の
数
及
び
其
の
六
畜
・
車
輦
の
稽
を
弁
ず
。
三
年
ご
と
に
大
い
に

比
す
れ
ば
、
則
ち
以
て
群
吏
を
攷
え
て
、
以
て
廃
置
を
詔
す
。（『
周
礼
』
地
官
県
師
）

王
畿
内
を
二
分
し
、
国
中
と
そ
の
近
郊
六
郷
を
担
当
す
る
閭
師
と
、
そ
の
外
側
の
県
師
と
い
う
対
応
関
係
に
な
る
。
徴
税
の
ほ
か
に
、
軍
事
行

動
や
労
役
管
理
も
行
う
。

　

以
上
引
用
が
長
く
な
っ
た
が
、『
周
礼
』
に
お
い
て
、
家
畜
な
ど
の
数
を
把
握
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
お
り
、｢

以
歳
時｣

と
あ
る
よ
う

に
、
一
年
に
一
回
の
登
記
を
定
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
行
政
官
と
徴
税
官
が
動
産
管
理
を
司
る
ほ
か
、
す
べ
て
の
地
方
行
政
単
位
で
行
わ

れ
た
の
で
な
く
、
郷
で
は
族
が
、
遂
で
は
里
が
実
質
的
な
大
型
動
産
調
査
の
担
当
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
長
官
が
責
任
を
負
っ
て
い
た
。

　

た
だ
、『
周
礼
』
で
六
畜
と
い
っ
た
と
き
、『
周
礼
』
地
官
閭
師
に
「
凡
そ
庶
民
畜
せ
ざ
る
者
祭
に
牲
無
し
」
と
あ
る
通
り
、
経
済
的
・
軍
事

的
目
的
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
祭
礼
の
犠
牲
と
し
て
の
価
値
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
し
た
い
。

　

稷
下
の
学
士
に
よ
っ
て
斉
の
管
仲
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
管
子
』
に
も
大
型
動
産
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
郷
師
の
業
務
と
し

て
六
畜
を｢

簡｣

、
す
な
わ
ち
検
閲
、
視
察
す
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

郷
里
を
行め

ぐ

り
、
宮
室
を
視
、
樹
蓺
を
観
、
六
畜
を
簡け

み

し
、
時
を
以
て
鈞
脩
す
。
百
姓
を
勧
勉
し
、
力
作
し
て
偷
す
る
な
く
、
家
室
を
懐
き
楽
し
み
、
郷
里

を
去
る
を
重は

ば

か
ら
し
む
る
は
、
郷
師
の
事
な
り
。（『
管
子
』
立
政
、
省
官
）

こ
こ
の
簡
が
簿
籍
を
作
る
こ
と
ま
で
意
味
す
る
か
は
不
明
だ
が
、
民
間
所
有
の
六
畜
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
な
お
立

政
篇
の
成
立
は
諸
説
あ
る
が
、
遅
く
と
も
戦
国
時
代
の
斉
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
発
想
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

六
畜
人
徒　
数
有
り
。（『
管
子
』
立
政
、
服
制
）

こ
れ
は｢

衣
服
有
制
、
宮
室
有
度｣

な
ど
と
並
ん
で
記
述
さ
れ
、
望
ま
し
い
状
況
と
し
て
理
解
で
き
、｢

簡
六
畜｣

の
記
述
も
考
慮
す
る
と
、

⑥

⑦

⑧

⑨
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六
畜
や
人
々
の
数
量
を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
だ
ろ
う
。

　

戦
国
末
の
成
書
と
さ
れ
る
、
八
観
篇
に
は
六
畜
の
生
産
数
を
計
す
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
数
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

山
沢
広
き
と
雖
も
、
草
木
禁
す
る
毋
し
、
壌
地
肥
ゆ
る
と
雖
も
、
桑
麻
数
う
る
毋
し
、
薦
草
多
し
と
雖
も
、
六
畜
征
有
る
は
、
閉
貨
の
門
な
り
。（
中
略
）

故
に
曰
く
、
其
の
山
沢
を
行
り
、
其
の
桑
麻
を
観
、
其
の
六
畜
の
產
を
計
れ
ば
、
貧
富
の
国
知
る
べ
き
な
り
。（『
管
子
』
八
観
）

た
と
え
土
地
が
豊
か
で
あ
っ
て
も
草
木
や
桑
麻
の
管
理
を
行
わ
な
か
っ
た
り
、
家
畜
に
徴
税
す
る
こ
と
は
、
貨
の
門
を
閉
ざ
す
こ
と
、
即
ち
経

済
的
利
益
を
損
な
う
行
為
で
あ
っ
て
、
豊
か
な
国
と
は
言
え
ず
、
山
沢
・
桑
麻
の
管
理
、
お
よ
び
家
畜
の
生
産
数
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
貧
富

の
国
た
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

　

以
上
、
統
一
秦
以
前
の
内
容
を
含
む
史
料
か
ら
大
型
動
産
管
理
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
大
型
動
産
管
理
が
具
体
的
に
ど
れ
だ
け
広
く
、
ま
た

実
際
に
ど
の
範
囲
を
対
象
に
行
わ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
大
型
動
産
の
把
握
を
行
う
と
い
う
発
想
や
そ
の
重
要
性
が
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は

言
え
る
だ
ろ
う
。
従
っ
て
家
畜
の
把
握
は
、
既
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
数
を
把
握
す
る
以
上
、
そ
れ
が
帳
簿
な
ど
の
形
で
管
理
さ

れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
規
模
で
、
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
た
か
ま
で
は
詳
ら
か
に
し
え
な
い
。『
周
礼
』
に
は
多
く
の
記

述
が
あ
る
が
、
そ
の
性
質
上
そ
れ
ら
を
そ
の
ま
ま
現
実
に
存
在
し
た
制
度
、
ま
し
て
周
代
の
制
度
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。『
周
礼
』
が

成
書
し
た
で
あ
ろ
う
戦
国
時
代
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
記
述
だ
っ
た
と
い
う
理
解
に
と
ど
め
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
大
型
動
産
の
把
握
が
、
い
か
な
る
目
的
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
史
料
と
し
て
『
春
秋
左
氏
伝
』（
以
下
『
左
伝
』
と
称

す
）
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
節
を
改
め
て
検
討
す
る
。

第
二
節　

大
型
動
産
管
理
の
目
的

　

『
左
伝
』
襄
公
二
五
年
（
前
五
四
八
年
）
に
、
籍
馬
と
い
う
表
現
が
あ
る
。

⑩
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楚
の
蒍
掩　
司
馬
と
為
り
、
子
木　
賦
を
庀お

さ

め
て
、
甲
兵
を
数
え
し
む
。
甲
午
、
蒍
掩
土
田
を
書
し
、
山
林
を
度は

か

り
、
薮
沢
を
鳩
し
、
京
陵
を
弁
じ
、
淳
鹵

を
表
し
、
疆
潦
を
数
え
、
偃
豬
を
規は

か

り
、
原
防
を
町
し
、
隰
臯
を
牧
し
、
衍
沃
を
井
す
。
入
る
を
量
り
賦
を
脩
め
、
車
を
賦
し
、
馬
を
籍
し
、
車
兵
・
徒

卒
・
甲
楯
の
数
を
賦
す
。
既
に
成
り
、
以
て
子
木
に
授
く
。
礼
な
り
。（『
左
伝
』
襄
公
二
五
年
）

　

こ
の
記
事
は
、
蒍
掩
が
司
馬
と
な
り
令
尹
の
子
木
の
指
示
を
受
け
、
税
収
お
よ
び
武
器
の
整
理
・
点
検
を
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
土
地

の
区
分
整
理
、
そ
れ
に
応
じ
た
税
の
算
定
、
車
や
馬
、
武
器
の
割
り
当
て
帳
簿
の
作
成
を
行
い
、
帳
簿
は
令
尹
の
子
木
に
渡
さ
れ
た
。
こ
の
中

に
籍
馬
と
あ
り
、
戦
略
的
に
重
要
な
馬
の
簿
籍
を
作
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
杜
預
注
に｢

其
の
毛
色
・
歲
歯
を
籍
疏
し
、
以
て
軍
用
に
備

う
。｣

と
あ
る
の
は
正
鵠
を
射
た
解
釈
で
あ
ろ
う
。

　

当
時
の
楚
国
は
呉
と
連
年
の
戦
争
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
こ
う
し
た
背
景
か
ら
軍
事
的
な
需
要
が
高
ま
り
、
馬
の
帳
簿
を
作
っ
た
と
推
測

で
き
る
。
具
体
的
に
ど
の
範
囲
を
対
象
と
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
軍
事
に
関
す
る
記
述
が
中
心
の
た
め
、
軍
馬
の
把
握
が
主
な
意
図
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
春
秋
時
代
の
主
要
軍
事
力
で
あ
っ
た
国
人
た
ち
が
所
有
し
て
い
た
財
産
を
主
な
対
象
に
し
た
と
推
測
で
き

る
。
国
人
と
は
、
諸
侯
が
居
住
す
る
都
城
で
あ
る
「
国
」
の
居
住
者
の
う
ち
、
兵
役
を
負
担
す
る
も
の
で
あ
り
、
身
分
と
し
て
は
、
卿
大
夫
士

と
い
っ
た
場
合
の
大
夫
の
下
層
か
ら
士
身
分
の
階
級
と
さ
れ
る
。

　

な
お
、
秦
代
以
前
の
公
権
力
に
よ
る
大
型
動
産
の
把
握
に
つ
い
て
、
年
代
が
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
が
、
こ
の
春
秋
楚
の
も
の
で
あ
る
。

君
主
に
よ
る
、
支
配
下
に
お
け
る
大
型
動
産
の
把
握
は
、
軍
事
的
要
請
お
よ
び
徴
税
が
そ
の
目
的
で
あ
ろ
う
こ
と
が
こ
の
史
料
か
ら
窺
え
る
。

い
わ
ゆ
る
君
主
権
の
伸
長
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
国
に
よ
っ
て
時
間
差
は
あ
ろ
う
が
、
春
秋
期
に
次
第
に
各
国
に
広
が
っ
た
と
考
え
て
問
題
な

か
ろ
う
。
例
え
ば
、『
左
伝
』
僖
公
十
五
年
（
前
六
四
五
年
）
に
は
晋
の
慶
鄭
が
古
の
こ
と
と
し
て
、
軍
馬
は
自
国
産
の
も
の
を
用
い
る
べ
き
だ

と
い
う
主
張
を
引
き
、
鄭
国
産
の
馬
を
戦
に
用
い
る
晋
君
を
窘
め
る
も
の
が
あ
る
。
実
際
に
は
他
国
か
ら
輸
入
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、

自
国
内
の
軍
馬
数
を
把
握
す
る
需
要
が
あ
っ
た
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。

　

た
だ
、
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
国
人
の
所
有
す
る
大
型
動
産
が
そ
の
対
象
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
秋
期
、
国
人
層
以
外
の
私
有
財
産
の

⑪
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把
握
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
を
確
実
に
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い
。
私
有
財
産
把
握
の
前
提
と
し
て
、
支
配
領
域
内
の
住
民
の
把
握
が
必
須

と
な
る
が
、
春
秋
時
代
に
そ
う
い
っ
た
調
査
が
ど
こ
ま
で
徹
底
し
て
い
た
か
、
分
か
っ
て
い
な
い
。
現
状
で
は
春
秋
期
の
国
君
に
よ
る
私
有
財

産
の
把
握
は
限
定
的
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

　

戦
国
期
に
な
る
と
、
大
型
動
産
と
庶
人
を
結
び
つ
け
る
『
礼
記
』
曲
礼
下
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
、
前
述
し
た
『
管
子
』
に
お
い
て
も
、

大
型
動
産
が
必
ず
し
も
軍
事
と
の
み
結
び
付
け
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

国
君
の
富
を
問
え
ば
、
地
を
数
え
て
以
て
山
沢
の
出
づ
る
所
を
対
う
。
大
夫
の
富
を
問
え
ば
、
曰
く
、
宰
有
り
力
に
食
み
、
祭
器
・
衣
服
仮
ら
ず
、
と
。

士
の
富
を
問
え
ば
、
車
の
数
を
以
て
対
う
。
庶
人
の
富
を
問
え
ば
、
畜
を
数
え
て
以
て
対
う
。（『
礼
記
』
曲
礼
下
）

力
は
力
役
、
宰
は
家
宰
の
こ
と
で
、
大
夫
の
家
臣
を
統
率
す
る
宰
が
お
り
、
采
邑
の
租
税
や
力
役
に
よ
っ
て
財
政
を
ま
か
な
い
、
祭
器
や
衣
服

を
自
前
で
調
達
で
き
る
こ
と
が
大
夫
の
富
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
士
の
富
は
車
の
数
に
よ
っ
て
、
庶
人
の
富
は
家
畜
の
数
に
よ
っ
て
は
か
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
対
比
が
明
瞭
で
あ
る
。
車
や
家
畜
と

い
っ
た
動
産
が
富
の
指
標
で
あ
る
と
と
も
に
、
身
分
に
よ
る
区
別
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
前
節
で
も
述
べ
た
『
管
子
』
八
観
篇
に
は
、
六
畜
の

把
握
と
経
済
的
効
能
を
結
び
つ
け
た
記
述
が
見
ら
れ
、
大
型
動
産
の
把
握
が
経
済
的
に
意
味
を
持
つ
こ
と
が
書
か
れ
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
、
戦
国
期
に
お
い
て
経
済
的
効
能
を
求
め
る
観
点
か
ら
、
被
支
配
者
層
が
所
有
す
る
車
や
大
型
動
産
を
把
握
し
よ
う
と

す
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
全
面
的
に
調
査
・
課
税
が
な
さ
れ
た
と
す
る
確
証
は
な
い
が
、
軍
事
的
目
的
に
加
え
て
経
済
的
目
的
が
重
視
さ
れ
、

よ
り
広
く
動
産
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
認
識
が
戦
国
期
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
た
だ
そ
れ
ら
を
国
家
が
事
細
か
に
管
理
す

る
段
階
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
限
ら
れ
た
伝
世
史
料
の
な
か
か
ら
推
測
を
重
ね
て
大
型
動
産
管
理
を
検
討
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
出
土
史
料
の
増
加
に
よ
っ
て
特
に

秦
漢
期
の
大
型
動
産
管
理
に
つ
い
て
は
新
た
な
知
見
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
次
章
で
は
秦
代
の
大
型
動
産
管
理
に
関
し
て
、
質
の

議
論
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
。

⑯
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『
周
礼
』
の
性
格
や
成
書
時
期
に
つ
い
て
は
山
田
崇
仁
二
〇
〇
六
を
参
照
。

『
周
礼
』
で
は
会
計
に
関
す
る
「
要
」
は
月
計
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
事
が
多

い
が
、
以
下
本
文
で
引
用
す
る
と
お
り
、
動
産
調
査
は
歳
次
を
以
て
行
わ
れ
る
た

め
、
こ
こ
の
要
は
概
要
の
意
味
で
理
解
し
た
。

『
周
礼
』
に
お
け
る
王
畿
内
の
区
画
、
お
よ
び
国
中
と
野
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

曽
我
部
一
九
八
三
に
よ
っ
た
。

郷
師
之
職
、
各
掌
其
所
治
郷
之
教
、
而
聴
其
治
。
以
国
比
之
法
、
以
時
稽
其
夫

家
衆
寡
、
弁
其
老
幼
・
貴
賤
・
癈
疾
・
馬
牛
之
物
、
弁
其
可
任
者
与
其
施
舎
者
、

掌
其
戒
令
糾
禁
、
聴
其
獄
訟
。（『
周
礼
』
地
官
郷
師
）

遂
人
掌
邦
之
野
。（
中
略
）
以
歲
時
稽
其
人
民
而
授
之
田
野
、
簡
其
兵
器
、
教

之
稼
穡
。（
中
略
）
以
歲
時
登
其
夫
家
之
衆
寡
及
其
六
畜
・
車
輦
、
弁
其
老
幼
・

癈
疾
与
其
施
舎
者
、
以
頒
職
作
事
、
以
令
貢
賦
、
以
令
師
田
、
以
起
政
役
。（『
周

礼
』
地
官
遂
人
）

遂
師
各
掌
其
遂
之
政
令
・
戒
禁
、
以
時
登
其
夫
家
之
衆
寡
・
六
畜
・
車
輦
、
弁

其
施
舎
与
其
可
任
者
。
経
牧
其
田
野
、
弁
其
可
食
者
、
周
知
其
数
而
任
之
、
以
徴

財
征
。
作
役
事
、
則
聴
其
治
訟
。（
中
略
）
賓
客
、
則
巡
其
道
脩
、
庀
其
委
積
。

（『
周
礼
』
地
官
遂
師
）

県
師
の
管
轄
区
域
は
お
お
む
ね
野
に
相
当
す
る
が
、
郷
が
存
在
し
な
い
近
郊
五

十
里
も
含
む
点
で
一
般
的
な
野
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
徴
税
官
で
あ
る
閭
師
と
県

師
に
つ
い
て
、
そ
の
名
に
冠
す
る
閭
と
県
が
地
方
行
政
単
位
の
一
つ
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
見
そ
の
行
政
単
位
の
範
囲
内
を
管
轄
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
行
政

単
位
と
し
て
の
閭
と
県
の
範
囲
と
、
閭
師
と
県
師
の
管
轄
範
囲
は
一
致
し
て
い
な

い
。『
周
礼
』
地
官
大
司
徒
に
よ
れ
ば
、
閭
は
郷
に
属
す
単
位
で
二
五
家
の
規
模
、

地
官
遂
人
に
よ
れ
ば
、
県
は
遂
に
属
す
行
政
単
位
の
一
つ
で
二
五
〇
〇
家
の
規
模

で
あ
る
が
、
閭
師
と
県
師
の
管
轄
区
域
は
閭
師
が
六
郷
（
七
万
五
千
家
）、
県
師

が
そ
の
外
側
の
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
行
政
単
位
と
し
て
の
閭
や
県
の
範
囲
と
は

一
致
し
な
い
。『
周
礼
』
大
司
徒
な
ど
の
整
理
さ
れ
た
記
述
が
あ
る
一
方
で
、

個
々
の
官
職
の
記
述
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
史
料
に
基
づ
い
て
い
た
事
が
窺
え
、

『
周
礼
』
が
複
数
の
素
材
に
基
づ
い
て
成
立
し
た
た
め
に
、
生
じ
た
矛
盾
だ
と
い

え
る
。

家
畜
を
犠
牲
に
捧
げ
る
事
に
関
し
て
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
の
研
究
が
あ
り
、

時
代
や
地
域
に
よ
る
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
戦
国
か
ら
秦
代

に
つ
い
て
も
広
く
動
物
供
儀
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
岡
村
二
〇
〇
五
、
第
六
章
参

照
。
文
字
史
料
で
は
夙
に
殷
代
卜
辞
に
多
く
見
ら
れ
、
そ
こ
で
は
様
々
な
家
畜
を

犠
牲
と
し
て
い
た
。
羅
振
玉
一
九
二
七
、
下
巻
六
〇
～
六
二
頁
、
郭
沫
若
一
九
八

二
、
第
三
篇
第
一
章
参
照
。
そ
の
ほ
か
『
周
礼
』
の
春
官
牛
人
・
雞
人
、
夏
官
羊

人
、
秋
官
犬
人
に
も
そ
れ
ぞ
れ
犠
牲
に
捧
げ
る
用
務
が
記
述
さ
れ
る
。

以
下
、『
管
子
』
諸
篇
の
成
書
年
代
は
基
本
的
に
金
谷
一
九
八
七
に
よ
る
。
立

政
篇
は
経
言
に
属
し
、
相
対
的
に
古
い
内
容
を
保
存
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、

郷
師
の
記
述
内
容
も
、
戦
国
時
代
よ
り
遡
る
時
代
の
記
憶
を
残
す
も
の
か
も
し
れ

な
い
。

『
荀
子
』
王
霸
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は｢

使
衣
服
有
制
、
宮
室

有
度
、
人
徒
有
数
、
喪
祭
械
用
皆
有
等
宜
。｣

と
あ
り
六
畜
は
述
べ
ら
れ
な
い
。

『
荀
子
』
で
は
人
徒
は
徭
役
に
服
し
て
い
る
人
を
指
し
、
官
に
関
す
る
事
柄
に
限

定
し
て
い
る
た
め
、
六
畜
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
し
て
除
か
れ
た
も
の
か
。
人
徒

に
つ
い
て
は
他
に
庶
民
を
意
味
す
る
事
も
あ
り
、『
管
子
』
の
人
徒
が
ど
ち
ら
を

指
す
の
か
明
瞭
で
な
い
。｢

簡
六
畜｣

の
記
述
を
考
慮
し
て
広
く
庶
民
の
事
と
し

て
理
解
し
た
が
、『
荀
子
』
の
よ
う
に
官
が
動
員
し
た
徒
の
数
を
管
理
す
る
意
味

の
可
能
性
も
あ
る
。

尹
注
は
征
を
賦
の
意
味
と
し
、
安
井
息
軒
も
そ
れ
に
従
う
。
た
だ
、
話
の
流
れ

と
し
て
は
放
任
主
義
で
管
理
し
な
い
事
を
戒
め
る
も
の
で
あ
り
、
徴
税
す
る
と
い

う
解
釈
は
文
脈
と
や
や
か
み
合
わ
な
い
。
諸
本
を
見
て
も
文
字
の
異
同
は
な
い
た

め
ひ
と
ま
ず
上
記
解
釈
に
従
う
が
、
伝
世
の
過
程
で
本
文
に
何
ら
か
の
誤
り
が
生

じ
た
可
能
性
が
あ
る
。
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正
義
で
は
籍
は
賦
と
と
も
に
税
の
事
だ
と
す
る
が
、
こ
こ
の
賦
は
土
地
収
入
に

応
じ
て
兵
役
と
し
て
の
賦
を
定
め
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
所
有
す
る
車
に
税
を

課
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
所
有
財
産
に
対
す
る
税
が
春
秋
期
に
存
在
し
た
か

否
か
に
つ
い
て
は
確
た
る
証
拠
が
な
く
、
こ
こ
の
籍
字
を
課
税
の
意
味
で
解
釈
す

る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。

当
時
の
楚
国
の
事
情
に
つ
い
て
は
吉
本
二
〇
〇
五
、
三
五
一
頁
参
照
。

国
人
に
つ
い
て
は
吉
本
道
雅
氏
の
見
解
に
従
っ
た
。
吉
本
二
〇
〇
五
、
中
篇
第

二
章
参
照
。

『
左
伝
』
の
成
書
は
戦
国
時
代
中
期
と
さ
れ
、
既
に
諸
先
学
が
指
摘
し
て
い
る

と
お
り
重
層
的
な
成
立
を
想
定
す
べ
き
で
、
す
べ
て
の
記
述
を
春
秋
期
の
実
態
を

表
す
も
の
と
見
な
す
事
は
で
き
な
い
。
特
に
君
子
の
評
な
ど
は
戦
国
以
降
の
も
の

と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
部
分
以
外
の
叙
事
部
分
に
つ
い
て
は
春
秋

時
代
の
状
況
を
伝
え
る
部
分
も
多
い
。
詳
し
く
は
吉
本
二
〇
〇
二
、
小
倉
二
〇
〇

三
、
野
間
二
〇
一
〇
を
参
照
。

慶
鄭
曰
、
古
者
大
事
、
必
乗
其
產
、
生
其
水
土
、
而
知
其
人
心
、
安
其
教
訓
、

而
服
習
其
道
、
唯
所
納
之
、
無
不
如
志
。
今
乗
異
產
以
従
戎
事
、
及
懼
而
変
、
将

与
人
易
、
乱
気
狡
憤
、
陰
血
周
作
、
張
脈
僨
興
、
外
彊
中
乾
、
進
退
不
可
、
周
旋

不
能
、
君
必
悔
之
。（『
左
伝
』
僖
公
十
五
年
）

曲
礼
の
成
立
お
よ
び
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
吉
本
一
九
九
九
を
参
照
。
氏
に
よ

る
と
『
左
伝
』
よ
り
遡
り
、
前
四
世
紀
中
葉
の
作
と
さ
れ
る
。

第
二
章　

秦
代
の
大
型
動
産
管
理

第
一
節　

秦
代
の
質
と
大
型
動
産
管
理

　

本
章
で
は
秦
代
の
大
型
動
産
管
理
を
検
討
し
て
い
く
。
秦
代
に
お
い
て
民
間
の
大
型
動
産
売
買
に
官
が
関
与
す
る
事
例
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
中
の
秦
律
に
は
、
質
と
呼
ば
れ
る
大
型
動
産
売
買
に
関
す
る
行
為
が
存
在
す
る
。
質
は
大
型
動
産
売
買
の
際
に
、
市
吏

に
申
告
す
る
行
為
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
際
に
作
成
さ
れ
る
証
明
書
で
あ
り
、
そ
れ
は
大
型
動
産
の
所
有
権
に
関
わ
る
文
書
で
も
あ
っ
た
。

質
字
自
体
の
考
察
は
別
稿
で
行
っ
て
お
り
、
そ
ち
ら
も
参
照
さ
れ
た
い
。
行
論
の
都
合
上
、
一
部
別
稿
と
重
複
す
る
内
容
も
あ
る
が
、
本
章
で

は
特
に
動
産
管
理
の
側
面
か
ら
、
検
討
を
加
え
た
い
。

　

先
行
研
究
で
は
、
質
字
に
つ
い
て
は
質
入
れ
と
の
関
係
の
他
、
官
府
に
支
払
う
質
銭
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
性
格
が
税
金
で
あ
る
と

考
察
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
別
稿
に
お
い
て
、『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
金
布
律
の
記
述
を
整
理
し
、
大
型
動
産
売
買
の
際
に
行
わ
れ
る
質
と
い
う
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手
続
き
が
、
大
型
動
産
の
財
産
登
記
に
関
係
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
質
が
財
産
登
記
に
関
わ
る
こ
と
の
詳
細
は
別
稿
を
参
考
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
、
簡
単
に
説
明
す
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

　

ま
ず
、『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
金
布
律
に
馬
や
牛
な
ど
の
大
型
動
産
の
売
買
に
際
し
て
質
を
す
る
と
い
う
条
文
が
存
在
す
る
。
こ
の
質
は
一
種

の
売
買
証
明
で
あ
る
と
と
も
に
、
財
産
登
記
の
手
続
き
で
も
あ
り
、
市
亭
で
二
十
二
銭
を
支
払
っ
て
質
文
書
を
作
成
し
、
そ
の
後
、
自
分
の
郷

に
帰
る
と
改
め
て
質
の
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

　

本
章
で
は
こ
の
『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
の
質
と
呼
ば
れ
る
大
型
動
産
に
関
す
る
財
産
登
記
行
為
か
ら
、
秦
代
の
大
型
動
産
管
理
を
検
討
し
て

い
く
。
以
下
、『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
を
中
心
に
、
具
体
的
な
大
型
動
産
管
理
の
状
況
を
検
討
す
る
。『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
金
布
律
の
細
か
い
部

分
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
別
稿
で
詳
述
し
て
い
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

秦
が
戸
籍
に
よ
っ
て
人
々
を
管
理
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
り
、
秦
の
法
律
に
も
そ
れ
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。『
岳
麓
秦
簡

（
肆
）』
に
は
戸
籍
情
報
の
申
告
に
関
す
る
条
文
が
存
在
し
、
成
人
男
子
に
く
わ
え
、
女
性
や
子
供
も
官
吏
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
々

の
居
住
区
で
あ
る
里
の
世
話
役
で
あ
る
、
里
典
や
里
老
が
戸
口
情
報
の
申
告
に
携
わ
っ
て
い
た
。
秦
代
の
地
方
末
端
の
行
政
組
織
は
、
邑
内
の

郷
部
と
そ
の
外
部
の
田
部
に
分
か
れ
、
嗇
夫
と
呼
ば
れ
る
役
所
の
長
官
が
里
典
や
里
老
に
監
督
責
任
を
有
し
て
い
た
。
戸
口
情
報
の
申
告
の
不

正
に
は
、
関
係
す
る
人
物
へ
の
罰
則
が
設
け
ら
れ
、
罰
金
刑
で
あ
る
貲
の
ほ
か
、
ひ
げ
を
そ
り
落
と
す
耐
刑
を
財
物
で
購
う
贖
耐
な
ど
が
課
せ

ら
れ
た
。
な
お
、
県
道
と
は
行
政
区
画
の
こ
と
で
、
道
は
少
数
民
族
で
あ
る
蛮
夷
の
地
域
を
指
す
。

〼
□
、
郷
部
吏
貲
一
甲
、
占
者
贖
耐
。
莫
占
吏
数
者
贖
耐
。
典
・
老
占
数
小
男
子
年
未
盈
十
八
歳
及
女
子
、
県
道
嗇
夫
誶
、
郷
部
吏
貲
一
盾
、
占
者
貲
二

甲
。
莫
占
吏
数
者
貲
二
甲
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』11

～12

）

…
…
郷
部
の
役
人
は
貲
一
甲
、
申
告
し
た
者
は
贖
耐
。
役
人
に
戸
口
情
報
を
申
告
し
な
か
っ
た
者
は
贖
耐
。
典
・
老
が
不
正
に
申
告
し
た
の
が
十
八
才
未

満
の
小
男
子
や
女
子
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
県
道
の
嗇
夫
は
譴
責
処
分
、
郷
部
の
役
人
は
貲
一
盾
、
申
告
し
た
者
は
貲
二
甲
。
役
人
に
戸
口
情
報

を
申
告
し
な
か
っ
た
者
は
貲
二
甲
。
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こ
う
し
た
戸
籍
情
報
は
基
本
的
に
自
己
申
告
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
里
典
や
里
老
に
は
自
分
の
管
轄
地
域
に
お
い
て
様
々
な
管
理
義
務
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
尉
卒
律
に

尉
卒
律
曰
、
為
計
、
郷
嗇
夫
及
典
・
老
月
辟
其
郷
里
之
入
㝅
・
徙
除
及
死
亡
者
、
謁
于
尉
。
尉
月
牒
部
之
、
到
十
月
乃
比
其
牒
、
里
相
就
殹
（
也
）
以
会

計
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』140

～141

）

尉
卒
律
。
計
簿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
郷
嗇
夫
お
よ
び
里
の
典
・
老
が
月
ご
と
に
そ
の
郷
・
里
の
新
生
児
、
転
居
し
た
者
、
叙
任
さ
れ
た
も
の
、

お
よ
び
死
亡
者
を
調
査
し
、
尉
に
報
告
す
る
。
尉
は
月
ご
と
に
牒
に
記
し
て
ま
と
め
、
十
月
に
な
る
と
そ
の
牒
を
な
ら
べ
、
里
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
な
ら

ば
集
計
す
る
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』140

～141

）

と
あ
る
。
里
典
・
里
老
は
郷
里
内
の
計
簿
作
成
事
務
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、
嬰
児
や
転
居
者
、
叙
任
者
及
び
死
亡
者
と
い
っ
た
郷
里
内
の
人
々

の
戸
籍
情
報
を
調
査
し
、
県
内
軍
政
機
構
で
あ
る
尉
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
秦
で
は
戸
籍
に
よ
っ
て
人
々
を
管
理
し
て
い
た
わ
け
だ
が
、
戸
籍
と
所
有
大
型
動
産
の
関
係
に
つ
い
て
、『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』

金
布
律
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。

買
及
売
馬
牛
・
奴
婢
它
郷
・
它
県
、
吏
為
取
伝
書
及
致
以
帰
及
免
、
弗
為
書
、
官
嗇
夫
吏
主
者
、
貲
各
二
甲
、
丞
・
令
・
令
史
弗
得
、
貲
各
一
甲
。
其
有

事
関
外
、
以
私
馬
牛
羊
行
而
欲
行
売
之
及
取
伝
売
它
県
、
県
皆
為
伝
、
而
欲
徙
売
它
県
者
、
発
其
伝
為
質
。（『
岳
麓
秦
簡
』（
肆
）198

～200

）

馬
牛
や
奴
婢
を
他
郷
・
他
県
で
売
り
買
い
す
る
と
き
は
、（
所
属
地
の
）
吏
は
取
伝
書
お
よ
び
致
を
つ
く
り
、
帰
省
や
免
官
に
際
し
、
文
書
を
作
成
し
な
け

れ
ば
、
官
嗇
夫
・
担
当
官
吏
は
そ
れ
ぞ
れ
貲
二
甲
、
丞
・
令
・
令
史
が
察
知
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
甲
。
関
外
で
用
務
が
あ
る
折
に
私
有
の
馬

牛
羊
を
つ
れ
て
行
き
、
道
中
で
売
ろ
う
と
す
る
、
お
よ
び
伝
を
取
得
し
て
他
県
で
売
ろ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
い
ず
れ
も
（
黔
首
の
所
属
す
る
）
県
が
伝

を
作
成
し
、
そ
し
て
他
県
に
う
つ
っ
て
売
る
場
合
は
、（
他
県
に
お
い
て
）
そ
の
伝
を
開
封
し
て
質
を
作
成
す
る
。

一
般
の
民
で
あ
る
黔
首
が
、
馬
や
牛
・
奴
婢
を
他
県
や
他
郷
で
売
る
場
合
、
ま
ず
吏
に
伝
や
致
の
発
行
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
通
行
証
の
発

行
を
怠
る
と
、
担
当
官
吏
の
ほ
か
、
長
官
で
あ
る
官
嗇
夫
や
、
県
令
、
次
官
で
あ
る
丞
、
書
記
官
で
あ
る
令
史
が
罰
金
刑
と
さ
れ
た
。
伝
や
致

③
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は
通
行
証
で
あ
り
、
売
買
が
完
了
す
れ
ば
、
作
成
し
た
伝
を
確
認
し
て
、
質
文
書
を
作
っ
た
。
伝
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
特
に
漢
代
に
お
け
る

研
究
蓄
積
が
豊
富
だ
が
、
こ
の
『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
の
記
述
で
も
自
県
で
通
行
証
を
依
頼
し
、
発
行
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
池
田
二
〇
二
二

が
指
摘
す
る
通
り
、
秦
代
に
お
い
て
戸
籍
の
正
本
は
郷
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
郷
に
確
認
を
取
っ
て
通
行
証
を
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
の
伝
に
は
本
人
情
報
は
当
然
と
し
て
、
随
伴
す
る
大
型
動
産
の
情
報
も
記
載
さ
れ
、
売
買
の
際
は
伝
の
内
容
を
確
認
し
て
、
不
正
が
な
い

か
調
べ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
伝
の
作
成
は
、
戸
籍
情
報
と
と
も
に
所
有
す
る
大
型
動
産
の
情
報
が
官
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
な
い

と
不
可
能
で
あ
り
、
秦
代
に
は
戸
籍
情
報
と
大
型
動
産
の
情
報
が
紐
付
け
ら
れ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
馬
や
牛
の
売
買
は
市
で
行
わ
れ
、
そ
こ
で
質
も
行
わ
れ
た
。

黔
首
売
奴
卑
（
婢
）
馬
牛
及
買
者
、
各
出
廿
二
銭
以
質
市
亭
。（
中
略
）
自
告
、
吏
弗
為
質
、
除
黔
首
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』200

～203

）

黔
首
が
奴
婢
・
馬
牛
を
売
る
、
お
よ
び
買
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
十
二
銭
を
出
し
て
市
亭
で
質
を
す
る
。
…
…
（
黔
首
が
）
自
ら
（
不
質
を
）
申
告

し
た
の
に
、
官
吏
が
質
を
作
成
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
黔
首
の
罪
を
免
除
す
る
。

売
買
が
完
了
し
た
ら
、
黔
首
は
市
亭
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
二
十
二
銭
を
支
払
い
、
質
を
行
っ
た
。
そ
し
て
市
亭
で
官
吏
が
質
文
書
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

売
奴
卑
（
婢
）・
馬
・
牛
者
、
皆
以
帛
書
質
、
不
従
令
者
、
貲
一
甲
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』205

～206

）

奴
婢
・
馬
牛
を
売
る
場
合
、
い
ず
れ
も
帛
に
質
を
書
き
、
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
貲
一
甲
。

質
文
書
の
作
成
に
際
し
て
は
、
帛
に
書
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
売
買
時
に
売
買
成
立
の
証
と
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
に
券
が
あ
る
が
、

券
は
数
量
を
示
す
た
め
の
刻
み
で
あ
る
、
刻
歯
を
必
要
と
す
る
た
め
、
木
や
竹
で
作
成
さ
れ
る
。
本
条
文
か
ら
、
質
文
書
と
券
が
異
な
る
物
で

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

売
買
成
立
後
、
売
買
者
は
自
身
の
郷
に
帰
り
、
改
め
て
郷
で
質
を
行
っ
た
。

⑤
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質
奴
卑
（
婢
）・
馬
牛
者
、
各
質
其
郷
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』203

）

奴
婢
・
馬
牛
の
質
を
す
る
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
郷
で
質
を
す
る
。

｢

各｣
と
あ
る
こ
と
か
ら
売
買
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
す
る
郷
で
質
を
行
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
前
述
の
通
り
郷
に
は
戸
籍
の
原
本
と

と
も
に
、
所
有
大
型
動
産
情
報
が
管
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
所
有
財
産
の
変
更
を
登
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
手
続
き
を
経
て
、
大
型
動
産
の
売
買
は
完
了
し
、
質
行
為
を
通
じ
て
、
郷
に
保
存
さ
れ
る
民
間
所
有
大
型
動
産
情
報
の
書
き
換
え
が

行
わ
れ
た
。
こ
の
想
定
に
大
過
な
け
れ
ば
、
質
文
書
に
は
売
買
し
た
大
型
動
産
の
情
報
が
書
か
れ
、
売
買
が
不
正
無
く
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

質
に
は
、
売
買
者
本
人
以
外
に
も
、
典
や
老
も
責
任
を
負
っ
て
い
た
。
典
・
老
が
戸
籍
管
理
に
責
任
を
負
っ
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お

り
だ
が
、
以
下
の
『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
か
ら
は
彼
ら
が｢

占
質｣

を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
前
簡
欠
）
老
為
占
者
、
皆
䙴
（
遷
）
之
。
舎
室
為
里
人
盗
売
馬
・
牛
・
人
、
典
・
老
見
其
盗
及
雖
弗
見
或
告
盗
、
而
為
占
質
、
黥
為
城
旦
、
弗
見
及
莫

告
盗
、
贖
耐
、
其
伍
・
同
居
及
一
典
、
弗
坐
。（『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』204

～205

）

…
…
老
が
申
告
し
た
場
合
は
、
い
ず
れ
も
遷
刑
と
す
る
。
舎
や
室
が
里
人
の
た
め
に
馬
牛
・
人
を
不
正
に
売
り
、
典
・
老
が
そ
の
不
正
を
見
た
の
に
、
お

よ
び
見
て
は
い
な
い
が
不
正
を
告
げ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
に
、
質
を
申
告
し
た
な
ら
ば
、
黥
し
て
城
旦
と
す
る
。
見
て
お
ら
ず
、
不
正
を
告
発
す
る
も
の

が
い
な
か
っ
た
な
ら
ば
贖
耐
と
し
、
そ
の
伍
人
・
同
居
、
お
よ
び
典
の
一
人
は
、
罪
に
問
わ
な
い
。

前
段
欠
落
の
た
め
詳
細
は
不
明
だ
が
、
あ
る
条
件
下
で
大
型
動
産
を
売
買
す
る
際
、
典
や
老
は
占
質
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
盗
品

に
つ
い
て
、
盗
ま
れ
た
事
情
を
知
っ
て
い
な
が
ら
占
質
し
た
場
合
、
典
や
老
は
黥
（
入
れ
墨
）
さ
れ
て
城
旦
の
身
分
に
さ
れ
、
さ
ら
に
事
情
を

知
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
も
贖
耐
と
な
っ
た
。
占
は
申
告
す
る
の
意
味
で
あ
り
、
占
質
は
質
に
関
す
る
申
告
で
あ
ろ
う
が
、
具
体
的
に
ど
う
い

う
こ
と
を
申
告
し
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
た
だ
、
大
型
動
産
売
買
に
関
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
質
が
大
型
動
産
売
買
の
質
で
あ
る
こ
と
は
疑

い
な
く
、
売
買
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
申
告
す
る
こ
と
が
占
質
で
あ
ろ
う
。
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占
に
つ
い
て
、
典
が
財
産
譲
渡
に
際
し
占
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
以
下
の
里
耶
秦
簡
で
は
士
伍
の
広
が
自
身
の
財
産
で
あ
る
成
人
・
未
成

人
の
奴
婢
や
銭
な
ど
の
財
物
の
譲
渡
を
自
ら
述
べ
て
お
り
、
典
の
占
は
、
申
告
し
た
財
産
の
内
容
に
問
題
が
無
い
こ
と
を
示
す
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
二
〇
〇
二
年
、
湖
南
省
龍
山
県
で
発
掘
さ
れ
た
秦
代
の
古
井
戸
か
ら
発
見
さ
れ
た
里
耶
秦
簡
は
、
秦
代
の
行
政
文
書
で
あ
り
、
始
皇

帝
か
ら
二
世
皇
帝
の
時
期
に
当
た
る
。

丗
五
年
七
月
戊
子
朔
己
酉
、
都
郷
守
沈
爰
書
、
高
里
士
五
（
伍
）
広
自
言
、
謁
以
大
奴
良
・
完
、
小
奴
嚋
・
饒
、
大
婢
闌
・
願
・
多
・
□
、
禾
稼
・
衣

器
・
銭
六
万
、
尽
以
予
子
大
女
子
陽
里
胡
。
凡
十
一
物
、
同
券
歯
。

典
弘
占
。（
背
面
略
）（
里
耶
秦
簡 8-1554

）

（
秦
始
皇
）
卅
五
年
（
前
二
一
二
年
）
七
月
戊
子
朔
己
酉
、
都
郷
守
の
沈
が
爰
書
す
る
、
高
里
の
士
伍
広
が
自
ら
言
う
こ
と
に
は
、
大
奴
の
良
・
完
、
小

奴
の
嚋
・
饒
、
大
婢
の
闌
・
願
・
多
、
□
禾
稼
衣
器
銭
六
万
を
、
す
べ
て
子
の
大
女
子
陽
里
の
胡
に
与
え
た
く
、
請
い
申
し
上
げ
ま
す
。
す
べ
て
で
十
一

物
、
券
歯
と
同
じ
。
典
の
弘
が
申
告
し
ま
す
。

占
字
自
体
は
申
告
の
意
味
に
す
ぎ
な
い
が
、
典
や
老
の
占
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
に
不
正
が
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
意
味
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
、
占
質
も
同
様
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
通
常
の
市
で
の
売
買
に
際
し
て
、
自
郷
に
戻
っ
て
き
た
と
き
に
行
う
質

に
も
、
典
や
老
の
占
質
が
必
要
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

以
上
、
い
さ
さ
か
長
く
な
っ
た
が
、
大
型
動
産
売
買
に
関
わ
る
質
と
、
占
質
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
質
を
通
し
て
秦
が
ど
の
よ
う
に
し

て
人
々
の
大
型
動
産
売
買
を
管
理
し
て
い
た
か
、
制
度
上
は
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
市
亭
や
郷
で
質
を
行
う
こ
と
や
、

典
・
老
の
占
質
と
い
っ
た
煩
雑
な
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
、
不
正
な
売
買
の
発
覚
に
も
一
役
買
っ
て
い
た
。
実
際
に
質
に
際
し
、
盗
み
が
発
覚
し

た
例
が
、
一
九
八
三
年
、
湖
北
省
の
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
張
家
山
漢
簡
中
の
、
裁
判
文
書
で
あ
る
『
奏
讞
書
』
に
存
在
す
る
。
漢
簡
で
は
あ

る
が
、
秦
代
の
事
例
と
し
て
記
録
さ
れ
て
お
り
、
秦
代
に
は
不
正
売
買
防
止
と
し
て
も
質
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
民
間
で
の
大
型
動
産
の
売
買
時
に
関
し
て
検
討
し
て
き
た
が
、
売
却
に
よ
ら
な
い
形
で
の
処
分
や
損
失
と
い
う
場
合
も
、

⑩
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当
然
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
譲
渡
・
生
前
贈
与
の
際
に
は
券
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
三
章
第
二

節
で
言
及
す
る
。
ま
た
、
私
奴
婢
を
主
人
の
意
思
で
殺
害
す
る
場
合
も
、
官
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
が
、『
史
記
』
田
儋
列
伝
に
記

さ
れ
る
。

田
儋
詳い

つ
わり

て
其
の
奴
を
縛
す
る
を
為
し
、
少
年
を
従
え
て
廷
に
之
き
、
謁
げ
て
奴
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
狄
の
令
を
見
る
や
、
因
り
て
令
を
撃
殺
す
。（『
史

記
』
田
儋
列
伝
）

こ
れ
は
秦
末
の
こ
と
で
、
狄
県
の
長
官
を
お
び
き
寄
せ
る
た
め
に
偽
っ
て
奴
隷
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
事
件
で
あ
る
。
集
解
に
引
く
服
虔
注
に

「
古
え
奴
婢
を
殺
す
は
皆
当
に
官
に
告
ぐ
べ
し
。」
と
あ
る
通
り
、
私
奴
婢
で
あ
っ
て
も
無
断
で
殺
害
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
官
の
許
可
を
得

る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
奴
隷
の
処
分
は
官
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
っ
た
が
、
馬
牛
羊
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。
年
ご
と
に
繁
殖
を
し
、

頭
数
も
少
な
く
な
い
た
め
、
都
度
行
っ
て
い
た
と
す
る
と
煩
雑
で
あ
り
、
年
に
一
回
な
ど
、
定
期
的
な
調
査
で
把
握
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
ち
ら
は
第
三
章
第
二
節
に
て
言
及
す
る
。

　

以
上
、
本
節
で
は
法
律
条
文
の
検
討
か
ら
秦
で
は
民
の
所
有
大
型
動
産
情
報
を
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
次
に
実
態
と
し
て
そ
れ

ら
の
情
報
を
ど
の
よ
う
な
形
で
管
理
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
が
、
残
念
な
が
ら
秦
代
に
直
接
的
に
そ
れ
を
示
す
史
料
は
現
在
存
在
し

な
い
。
た
だ
、
湖
南
省
沅
陵
県
で
発
掘
さ
れ
た
、
漢
代
文
帝
期
の
沅
陵
虎
渓
山
一
号
漢
墓
出
土
の｢

計
簿｣

簡
に
は

民
牛
廿
八　

〼
（145

）

民
船
五
丈
以
〼
（146

）

と
民
間
所
有
の
牛
の
数
が
把
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
数
は
非
常
に
少
な
く
、
沅
陵
侯
国
の
民
間
所
有
の
全

て
の
数
量
と
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
臨
時
で
徴
発
し
た
数
量
な
ど
、
あ
る
特
定
の
事
情
に
関
す
る
記
録
と
思
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
船
に
つ
い
て
は
断
簡
で
は
あ
る
が
、
民
間
所
有
の
船
も
把
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
く
わ
え
、
時
代
は
後
に
な
る
が
、『
史
記
』
平

⑪
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準
書
に
よ
れ
ば
、
主
に
商
人
に
課
し
た
財
産
税
で
あ
る
武
帝
期
の
算
緡
令
に
は
、
五
丈
以
上
の
船
が
一
算
に
相
当
す
る
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
所
有
財
産
調
査
に
関
係
す
る
可
能
性
が
高
い
。

　

民
間
所
有
の
大
型
動
産
情
報
の
管
理
実
態
に
関
し
て
は
以
上
の
検
討
が
限
界
と
な
る
が
、
官
有
の
大
型
動
産
の
管
理
に
つ
い
て
は
秦
代
の
史

料
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
官
有
大
型
動
産
の
管
理
の
具
体
例
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
管
理
方
法
を
考
察
し
て
い
く
。

第
二
節　

秦
代
官
有
大
型
動
産
管
理

　

前
節
で
は
秦
代
に
お
け
る
大
型
動
産
の
売
買
お
よ
び
民
間
大
型
動
産
の
把
握
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
た
。
そ
こ
で
は
民
間
の
奴
隷
や
馬
牛
と

い
っ
た
大
型
動
産
を
秦
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

本
節
で
は
そ
う
し
た
情
報
の
管
理
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
理
解
す
る
た
め
に
、
官
有
家
畜
や
奴
婢
な
ど
の
大
型
動
産

の
管
理
を
見
て
い
く
。
本
節
で
取
り
上
げ
る
里
耶
秦
簡
に
は
、
秦
代
の
行
政
文
書
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
洞
庭
郡
遷
陵
県
の
役
所
に
お
け
る

各
種
業
務
を
理
解
す
る
の
に
有
用
で
あ
る
。
そ
の
中
に
官
有
の
動
産
を
集
計
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
が
確
認
さ
れ
る
。
秦
代
に
お
い
て
、
家
畜

は
重
要
度
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
、
馬
牛
、
羊
、
犬
ほ
か
の
三
つ
の
区
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
家
畜
は
倉
お
よ
び
畜
官
で
管
理
さ
れ
て
い
た
。

倉
曹
計
録　

器
計　
　
　
　

馬
計

禾
稼
計　
　

銭
計　
　
　
　

羊
計

貸
計　
　
　

徒
計　
　
　
　

田
官
計

畜
計　
　
　

畜
官
牛
計　
　

凡
十
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

史
尚
主
（
里
耶
秦
簡 8-481

）

　

こ
の
倉
曹
計
録
に
加
え
、
後
述
す
る
里
耶
秦
簡 8-490+8-501  

簡
の
畜
官
課
志
の
中
に
馬
牛
羊
の
誕
生
・
死
亡
に
関
す
る
課
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
秦
の
官
有
家
畜
の
管
理
は
二
つ
の
組
織
に
分
担
さ
れ
て
お
り
、
畜
官
で
は
馬
牛
羊
の
管
理
、
倉
で
は
そ
の
他
の
畜
産
動
物
の
管
理
と
分
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か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
倉
が
財
物
を
含
め
た
広
範
な
物
品
の
管
理
を
行
う
の
に
対
し
、
畜
官
は
そ
の
名
の
通
り
畜
産
動
物
の
管
理
、
な

か
で
も
牧
畜
を
要
す
る
馬
牛
羊
の
管
理
を
主
に
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
倉
曹
計
録
に
入
っ
て
い
る
が
、
畜
官
が
倉
の
下
部
組
織

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
曹
は
県
廷
に
存
在
す
る
た
め
、
こ
の
計
録
も
遷
陵
県
が
単
位
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
下
の
簡
で
は
、
遷
陵
県
下
に
あ
る
弐
春
郷
や
倉
の
所
有
す
る
家
畜
と
し
て
、
犬
や
豚
、
鶏
の
数
量
が
記
さ
れ
て
い
る
。10-6  

簡
は
弐
春

郷
が
飼
育
す
る
べ
き
家
畜
の
定
数
（
員
）
と
考
え
ら
れ
、
同
様
の
畜
員
を
示
す
簡
牘
が
里
耶
秦
簡
中
に
多
数
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
倉
畜
員
で
あ

る 10-706  

簡
に
は
「
少
」
や
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
と
思
し
き
印
が
あ
り
、
現
有
の
家
畜
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
各
官
の
家
畜
数
を
示

す
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
倉
の
畜
計
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

弐
春
郷
畜
員　
　
　
　
　

牝
犬
一

牝
彘
一　
　
　
　
　
　
　

牡
犬
一

豶
一　
　
　
　
　
　
　
　

雌
雞
五

豭
一　
　
　
　
　
　
　
　

雄
雞
一　

（
里
耶
秦
簡 10-6

）

倉
畜
員　
　
　
　
　
　
　

牝
犬
一
─　
　
　

牡
□
二
見

牝
彘
二
少
＼　
　
　
　
　

牡
犬
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

─

豶
一　
　

─　
　
　
　
　

雌
雞
一　

少

豭
一　
　

少　
　
　
　
　

雄
雞
二　

少　
　
　
　
　
　
　
　

（
里
耶
秦
簡 10-706

）

　

注
目
さ
れ
る
の
は
雌
雄
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
繁
殖
を
目
的
と
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
用
途
は

基
本
的
に
食
用
と
推
測
さ
れ
る
が
、
祭
祀
の
犠
牲
用
の
可
能
性
も
あ
る
。
動
物
供
儀
に
つ
い
て
、
岡
村
二
〇
〇
五
に
よ
れ
ば
、
秦
墓
に
馬
牛
羊

の
頭
骨
埋
葬
が
見
ら
れ
る
他
、
楚
墓
で
は
牛
羊
豚
の
ほ
か
、
鶏
や
魚
類
、
犬
肉
が
埋
葬
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
祭
祀
犠
牲
な
ど
の
た
め
に
、

飼
育
す
る
べ
き
数
が
定
め
ら
れ
、
あ
る
程
度
安
定
的
に
供
給
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 ⑫

⑬
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ま
た
、
一
九
七
五
年
に
湖
北
省
雲
夢
県
で
出
土
し
た
睡
虎
地
秦
簡
に
は
、
秦
の
法
律
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
、
そ
の
中
の
『
秦
律
十
八

種
』
倉
律
に
鶏
、
犬
、
豚
を
飼
う
様
子
が
伝
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
小
型
の
家
畜
の
管
理
に
倉
が
携
わ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

畜
鶏
離
倉
。
用
犬
者
、
畜
犬
期
足
。
豬
・
鶏
之
息
子
不
用
者
、
買
（
売
）
之
、
別
計
其
銭
。
倉
（『
秦
律
十
八
種
』
倉
律 63

）

鶏
を
飼
育
す
る
と
き
は
穀
倉
か
ら
遠
ざ
け
る
。
犬
を
用
い
る
場
合
は
、
犬
を
飼
育
す
る
の
に
十
分
な
量
の
餌
を
準
備
す
る
。
豚
・
鶏
の
子
供
で
不
要
な
場

合
は
、
こ
れ
を
売
却
し
、
別
に
そ
の
銭
を
帳
簿
に
付
け
る
。

　

以
下
の
倉
課
志
で
は
徒
隷
が
彘
や
鶏
狗
な
ど
と
並
べ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

倉
課
志　
　
　
　
　
　
　

作
務
産
銭
課

畜
彘
雞
狗
産
子
課　
　
　

徒
隷
行
䌛
（
徭
）
課

畜
彘
雞
狗
死
亡
課　
　
　

畜
鴈
死
亡
課

徒
隷
死
亡
課　
　
　
　
　

畜
鴈
産
子
課　
　
　
　
　
　
　

・
凡
〼

徒
隷
産
子
課　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
里
耶
秦
簡 8-495

）

課
は
勤
務
評
定
を
意
味
し
、
こ
の
簡
は
そ
う
し
た
考
課
結
果
に
関
す
る
記
錄
と
考
え
ら
れ
る
。
徒
隷
は
刑
徒
を
指
し
、
特
に
秦
代
で
は
城
旦

舂
・
鬼
薪
白
粲
・
隷
臣
妾
を
指
す
。
徒
隷
の
管
理
に
つ
い
て
は
既
に
先
行
研
究
が
あ
り
、
鷹
取
二
〇
一
三
は
里
耶
秦
簡
の
記
述
を
元
に
、
城
旦

舂
や
鬼
薪
白
粲
が
司
空
の
管
理
下
に
、
隷
臣
妾
が
倉
の
管
理
下
に
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
倉
に
所
属
す
る
隷
臣
妾
の
ほ
か
、
県
内
の
各
官
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
家
畜
の
帳
簿
管
理
も
、
倉
の
官
吏
の
勤
務
評
価
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
下
の
里
耶
秦
簡
は
、
官
有
徒
隷
の
購
入
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

卅
二
年
九
月
甲
戌
朔
朔
日
、
遷
陵
守
丞
都
敢
〼

以
朔
日
上
所
買
徒
隷
数
守
府
。
・
問
〼

敢
言
之
〼
（
正
面
）（
背
面
略
）（
里
耶
秦
簡 8-664+8-1053+8-2167

）

⑮
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三
十
二
年
（
前
二
一
五
年
）
九
月
甲
戌
朔
の
朔
日
、
遷
陵
守
丞
の
都
が
…
…
購
入
し
た
徒
隷
の
数
を
朔
日
に
太
守
府
へ
上
申
せ
よ
…
…
。

こ
の
簡
か
ら
は
月
ご
と
に
購
入
徒
隷
の
数
量
が
ま
と
め
ら
れ
、
月
の
朔
日
に
遷
陵
県
か
ら
郡
の
太
守
府
に
報
告
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
官
有
大

型
動
産
の
情
報
が
、
県
に
送
ら
れ
管
理
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
徒
隷
購
入
の
実
例
と
し
て
は
以
下
の
簡
が
あ
る
。

廿
九
年
少
内
〼

買
徒
隷
用
銭
三
万
三
千
□
〼

少
内
根
・
佐
之
主
。
〼
（
里
耶
秦
簡 9-1406

）

二
十
九
年
（
前
二
一
八
年
）
少
内
…
…
徒
隷
購
入
の
支
出
銭
、
三
万
三
千
…
…
少
内
の
根
・
佐
の
之
が
担
当
す
る
。

少
内
は
金
銭
の
出
納
を
管
理
す
る
部
署
で
、
少
内
か
ら
の
出
納
に
よ
り
徒
隷
を
購
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
土
口
二
〇
一
五
ａ
に
よ
れ
ば
、
県

下
の
官
に
は
少
内
・
倉
・
司
空
・
庫
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
倉
で
は
徒
隷
や
豚
、
犬
、
鶏
な
ど
の
家
畜
が
管
理
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
畜
官
で
は
馬
牛
羊
が
管
理
さ
れ
た
。
以
下
の
畜

官
課
志
で
は
そ
の
出
産
・
死
亡
の
課
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

畜
官
課
志　
　
　
　
　
　
　
　

畜
牛
死
亡
課

徒
隷
牧
畜
死
負
・
剥
売
課　
　

畜
牛
産
子
課

徒
隷
牧
畜
畜
死
不
請
課　
　
　

畜
羊
死
亡
課

馬
産
子
課　
　
　
　
　
　
　
　

畜
羊
産
子
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
凡
八
課
。（
里
耶
秦
簡 8-490+8-501
）

上
述
の
倉
で
の
課
同
様
、
畜
官
で
所
有
す
る
動
産
の
増
減
の
把
握
は
勤
務
評
定
上
必
須
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
な
か
に
は｢

徒
隷
牧
畜
死

負
・
剥
売
課｣

と
あ
る
よ
う
に
徒
隷
が
牧
畜
し
て
い
た
家
畜
で
、
死
ん
だ
も
の
の
賠
償
や
分
割
売
買
も
評
価
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
馬
牛
羊

の
肉
や
皮
な
ど
、
適
正
価
格
で
売
却
し
た
か
否
か
も
考
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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な
ぜ
馬
牛
羊
の
み
が
畜
官
で
管
理
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
動
物
の
特
性
に
よ
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
馬
・
牛
・
羊
は
群
居
性

の
有
蹄
類
で
あ
り
、
基
本
的
に
放
牧
さ
れ
る
草
食
動
物
で
あ
る
た
め
、
一
年
中
畜
舎
に
居
る
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
里
耶
秦
簡
に
は
他
郡
に

放
牧
に
行
っ
て
い
る
事
例
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
畜
官
の
作
徒
簿
と
思
わ
れ
る
簡
に
、

卅
年
十
二
月
乙
卯
、
畜
□
□
□
作
徒
薄
（
簿
）。（
中
略
）【
一
人
】
牧
馬
武
陵
、
獲
。
一
人
牧
牛
、
敬
。
一
人
牧
羊
、
□
。（
後
略
）（
里
耶
秦
簡

8-199+8-688+8-1017+9-1895 

背
）

と
あ
り
、
遷
陵
県
が
あ
る
洞
庭
郡
か
ら
武
陵
郡
に
馬
牛
羊
を
放
牧
し
に
い
っ
て
い
る
。
牧
畜
業
と
し
て
の
専
門
知
識
や
技
能
の
ほ
か
、
県
を
跨

ぐ
移
動
を
行
う
こ
と
か
ら
、
特
に
畜
官
が
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
畜
官
守
の
守
と
は
守
官
の
こ
と
で
、
守
官
は
代
理
の
官
を
意
味
す
る
。

里
耶
秦
簡
で
は
機
関
名+

守
の
場
合
は
機
関
の
長
官
の
守
官
を
意
味
す
る
た
め
、
畜
官
も
長
官
で
あ
る
嗇
夫
が
置
か
れ
た
官
の
一
種
と
判
断

で
き
る
。

　

睡
虎
地
秦
簡
『
秦
律
雑
抄
』
の
中
に
は
牛
や
羊
の
繁
殖
の
評
価
に
お
い
て
、
繁
殖
ノ
ル
マ
が
存
在
し
た
。

牛
大
牝
十
、
其
六
毋
（
無
）
子
、
貲
嗇
夫
・
佐
各
一
盾
。
●
羊
牝
十
、
其
四
毋
（
無
）
子
、
貲
嗇
夫
・
佐
各
一
盾
。
●
牛
羊
課
。（『
秦
律
雑
抄
』31

）

成
熟
し
た
牝
牛
十
頭
の
う
ち
、
六
頭
に
子
が
産
ま
れ
な
け
れ
ば
、
嗇
夫
・
佐
は
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
盾
。
●
牝
羊
十
頭
の
う
ち
、
四
頭
に
子
が
産
ま
れ
な
け
れ

ば
、
嗇
夫
・
佐
は
そ
れ
ぞ
れ
貲
一
盾
。
●
牛
羊
課
。

牛
な
ら
雌
の
数
に
対
し
四
割
以
上
、
羊
な
ら
六
割
以
上
の
頭
数
を
繁
殖
さ
せ
な
け
れ
ば
、
畜
官
の
長
官
で
あ
る
嗇
夫
と
、
そ
れ
に
次
ぐ
佐
の
双

方
に
罰
金
が
科
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
動
物
の
種
類
に
よ
る
区
別
を
検
討
す
る
う
え
で
、
興
味
深
い
史
料
が
以
下
の
睡
虎
地
秦
簡
『
效
律
』
で
あ
る
。

計
脫
実
、
及
出
実
多
於
律
程
、
及
不
当
出
而
出
之
、
直
（
值
）
其
賈
（
価
）、
不
盈
廿
二
銭
、
除
。（
中
略
）
人
・
戶
・
馬
・
牛
一
以
上
為
大
誤
。（『
效

律
』58

～60

）

会
計
の
際
に
貯
蔵
物
を
書
き
漏
ら
す
、
お
よ
び
貯
蔵
物
の
支
出
が
規
定
よ
り
多
い
、
お
よ
び
支
出
す
べ
き
で
な
い
の
に
貯
蔵
物
を
支
出
し
た
場
合
、
そ
の

⑱
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価
格
を
換
算
し
、
二
十
二
銭
未
満
で
あ
れ
ば
、
罪
を
免
除
す
る
。
…
…
人
・
戶
・
馬
・
牛
が
一
以
上
誤
っ
た
な
ら
ば
、
大
誤
と
す
る
。

こ
こ
に
は
会
計
の
数
字
に
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
罪
の
軽
重
が
変
わ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
人
・
戸
と
並
ん
で
馬
牛
の
計

上
ミ
ス
が
大
誤
と
さ
れ
、
他
の
物
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
大
型
動
産
の
中
で
も
馬
牛
の
重
要
性
を
示
す
史
料
と
い
え
る
。
畜
官
の
管
理
す
る

動
物
の
な
か
で
も
、
馬
牛
と
羊
で
は
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
者
が
運
搬
と
い
っ
た
労
働
に
関
連
す
る
動
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
羊
は
毛
皮

や
肉
、
乳
と
い
っ
た
消
耗
品
と
し
て
の
価
値
が
主
の
動
物
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、『
岳
麓
秦
簡
（
壱
）』
所
収
の
『
為
吏
治
官
及
黔
首
』
に
は
官
吏
が
行
う
べ
き
こ
と
や
注
意
事
項
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に

馬
牛
羊
の
畜
産
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
の
畜
産
動
物
に
も
言
及
し
て
お
り
、
区
別
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
り
、
動
物
の
種
別
に
よ
る
管
理
の

区
別
が
行
政
上
で
も
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
、
秦
簡
に
見
え
る
官
有
大
型
動
産
の
管
理
を
検
討
し
た
。
動
物
の
種
類
に
よ
っ
て
管
理
す
る
官
も
異
な
り
、
畜
官
で
は
大
型
か
つ
放
牧

を
要
す
る
家
畜
が
、
倉
で
は
比
較
的
小
型
の
家
畜
が
管
理
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
ほ
か
徒
隷
も
家
畜
と
同
様
に
管
理
さ
れ
、
馬
や
牛
な
ど
の
家
畜

と
同
様
、
官
有
の
財
産
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
大
型
動
産
は
計
簿
の
形
で
ま
と
め
て
管
理
さ
れ
、
数
量
に
誤
り
が
生
じ
な
い
よ
う
に

正
確
に
管
理
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

岳
麓
秦
簡
に
つ
い
て
は
前
掲
は
じ
め
に
注
④
参
照
。

宗
二
〇
二
三
ａ
。

諸
（
？
）
民
皆
自
占
年
。
小
未
能
自
占
、
而
毋
（
無
）
父
母
・
同
産
為
占
者
、

吏
以
□
比
定
其
年
。
自
占
、
占
子
・
同
産
年
、
不
以
実
三
歳
以
上
、
皆
耐
。（『
二

年
律
令
』
戶
律 325-326

）

『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
金
布
律
の
釈
字
や
理
解
に
つ
い
て
は
宗
二
〇
二
三
ａ
を
参

照
。伝

に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
多
い
が
、
最
近
の
研
究
で
は
鷹
取
祐
司
氏
の
一
連
の

研
究
が
参
考
に
な
る
。
本
稿
に
お
け
る
伝
な
ど
の
通
行
証
の
理
解
は
、
鷹
取
氏
の

見
解
に
よ
っ
て
い
る
。
鷹
取
二
〇
一
七
・
二
〇
一
九
を
参
照
。

池
田
二
〇
二
二
、
第
七
章
二
四
六
頁
参
照
。

質
と
券
に
つ
い
て
は
既
に
別
稿
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
宗
二
〇
二
三
ｂ
参
照
。

「
舎
室
為
里
人
盗
売
馬
・
牛
・
人
」
に
つ
い
て
、
別
稿
で
は
盗
売
の
主
語
で
あ

る
た
め
、
舎
室
を
舎
や
室
、
舎
人
や
室
人
の
意
味
と
訳
し
た
が
、
い
さ
さ
か
唐
突

で
は
あ
る
。
整
理
小
組
は
場
所
と
理
解
し
、
そ
の
場
合
は
市
外
で
の
売
買
を
想
定

し
た
も
の
に
な
る
が
、
そ
う
し
た
行
為
が
許
さ
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
こ

の
条
文
前
段
の
欠
簡
に
関
連
す
る
記
述
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
例
え
ば
同
一
郷
内

で
の
売
買
や
代
理
人
に
よ
る
売
買
な
ど
、
あ
る
条
件
下
に
お
い
て
は
典
や
老
が
占

⑳
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質
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
市
亭
に
お
い
て
市
吏
の
前
で
行
う
質
行
為
と
は
別
に
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

城
旦
な
ど
の
秦
代
の
身
分
刑
に
つ
い
て
は
鷹
取
二
〇
〇
八
を
参
照
。
鷹
取
氏
は
、

一
般
に
労
役
刑
と
さ
れ
る
司
寇
や
隷
臣
妾
、
鬼
薪
白
粲
、
城
旦
舂
が
、
士
伍
な
ど

の
爵
位
を
指
標
と
す
る
身
分
序
列
上
の
位
置
を
示
す
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
刑
罰
が

身
分
の
貶
降
が
第
一
義
的
制
裁
で
あ
る
身
分
刑
だ
と
指
摘
す
る
。

四
月
丙
辰
、
黥
城
旦
講
气
（
乞
）
鞫
、
曰
故
楽
人
、
不
与
士
五
（
伍
）
毛
謀
盗

牛
、
雍
以
講
為
与
毛
謀
、
論
黥
講
為
城
旦
。
覆
視
其
故
獄
。
元
年
十
二
月
癸
亥
、

亭
慶
以
書
言
雍
廷
曰
、
毛
買
（
売
）
牛
一
、
質
、
疑
盗
。
謁
論
。（『
奏
讞
書
』
案

例
十
七
）

官
に
奴
婢
の
処
分
を
頼
む
類
似
の
例
と
し
て
、
私
的
な
隷
属
者
を
処
分
し
官
に

払
い
下
げ
る
と
い
う
秦
簡
の
事
例
が
あ
る
。
睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』
の
告
臣
に

「
爰
書
。
某
里
士
五
（
伍
）
甲
縛
詣
男
子
丙
、
告
曰
、
丙
、
甲
臣
、
橋
（
驕
）
悍
、

不
田
作
、
不
聴
甲
令
。
謁
買
（
売
）
公
、
斬
以
為
城
旦
、
受
賈
（
価
）
銭
。」
と

あ
り
、
私
的
な
隷
属
者
で
あ
る
臣
を
官
に
売
り
渡
し
、
城
旦
の
身
分
に
す
る
よ
う

申
告
し
て
い
る
。

秦
代
の
曹
に
つ
い
て
は
、
土
口
史
記
二
〇
一
五
ｂ
を
参
照
。

類
例
簡
と
し
て
、
庫
畜
員
（10-290

）、
司
空
畜
員
（10-808+41
）、
少
内
畜

員
（10-1

）、
畜
官
畜
員
（10-84

）、
田
畜
員
（10-347

）、
都
鄉
畜
員
（10-

952

）、
弐
春
鄉
畜
員
（10-6

）、
啓
陵
鄉
畜
員
（10-381

）
が
あ
る
。

岡
村
二
〇
〇
五
、
第
六
章
第
三
節
参
照
。
ま
た
、
前
掲
第
一
章
注
⑦
も
参
照
。

李
学
勤
二
〇
〇
三
、
七
八
頁
参
照
。

里
耶
秦
簡 8-154 

簡
に
「
卅
三
年
二
月
壬
寅
朔
々
日
、
遷
陵
守
丞
都
敢
言
之
、

令
曰
恒
以
朔
日
上
所
買
徒
隷
数
。
・
問
之
毋
当
令
者
、
敢
言
之
」
と
あ
り
、

8-664+8-1053+8-2167 

簡
も
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
家
畜
の
売
買
に
関
連
し
た
可
能
性
が
あ
る
簡
と
し
て
、
以
下
の
簡
が

あ
る
。｢

〼
三　

・
売
牛
及
筋｣

（
里
耶
秦
簡 8-102

）

本
簡
の
綴
合
と
解
釈
は
『
里
耶
秦
簡
校
釈
（
弐
）』
三
八
九
頁
に
よ
っ
た
。

里
耶
秦
簡
に
お
け
る
守
官
に
つ
い
て
は
青
木
二
〇
二
〇
を
参
照
。
以
下
の
里
耶

秦
簡
に
畜
官
守
の
例
が
見
え
る
。

丗
年
十
二
月
乙
卯
、
畜
□
□
□
作
徒
薄
（
簿
）
〼　
　

〼
□
〼

受
司
空
居
貲
一
人
〼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
凡
】
〼

受
倉
隷
妾
三
人
〼　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
一
人
】�

〼
（
里
耶
秦
簡

8-199+8-688

）

十
二
月
乙
卯
、
畜
官
守
丙
、
敢
言
之
、
上
。
敢
言
〼

�

十
二
月
乙
卯
水
十
一
刻
刻
下
一
、
佐
弐
以
来
〼
（
里
耶
秦
簡 8-199 

背+8-
688 

背
）

彘
畜
斗
数
、
毋
積
聚
畜
産
（『
為
吏
治
官
及
黔
首
』19

）、
畜
馬
牛
羊
、
租
税
軽

重
弗
審
（『
為
吏
治
官
及
黔
首
』68

）

⑨⑩⑪⑫⑬

⑭⑮⑯⑰⑱⑲⑳
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第
三
章　

秦
漢
期
の
大
型
動
産
管
理
と
私
有
財
産
の
把
握

第
一
節　

漢
代
の
質
と
大
型
動
産
管
理

　

前
章
で
は
質
を
中
心
に
秦
代
ま
で
の
大
型
動
産
管
理
を
検
討
し
て
き
た
が
、
漢
代
に
も
質
の
制
度
が
存
在
し
た
。
大
型
動
産
の
質
に
つ
い
て
、

湖
北
省
江
陵
県
の
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
、
漢
初
の
法
律
を
記
し
た
張
家
山
漢
簡
の
『
二
年
律
令
』
津
関
令
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

十
五
、
相
国
・
御
史
請
郎
騎
家
在
関
外
、
騎
馬
節
（
即
）
死
、
得
買
馬
関
中
人
一
匹
以
補
。
郎
中
為
致
告
買
所
県
道
、
県
道
官
聴
、
為
質
告
居
県
受
数
而

籍
書
馬
職
（
識
）
物
・
歯
・
高
、
上
郎
中
。（『
二
年
律
令
』
津
関
令 513

～514

）

十
五
、
相
国
・
御
史
が
申
請
い
た
し
ま
す
。
郎
騎
の
う
ち
家
が
関
外
に
あ
る
も
の
は
、
騎
馬
が
も
し
死
ん
だ
な
ら
ば
、
馬
を
関
中
で
一
人
に
一
匹
買
っ
て

補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
郎
中
は
致
を
作
成
し
て
馬
を
買
う
所
の
県
道
に
報
告
し
、
県
道
官
は
そ
れ
を
受
理
し
、
質
文
書
を
作
成
し
て
本
籍
県
に
報
告

し
、（
本
籍
県
か
ら
送
ら
れ
た
）
名
籍
を
受
け
て
馬
の
標
識
・
年
齢
・
高
さ
を
記
載
し
、
郎
中
に
報
告
す
る
。

本
条
文
は
、
宮
殿
警
護
や
宮
中
の
諸
事
を
つ
か
さ
ど
る
郎
中
令
の
麾
下
に
あ
り
、
馬
の
所
有
を
許
さ
れ
た
、
郎
騎
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
本

条
文
に
関
し
て
は
既
に
別
稿
で
も
言
及
し
て
い
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
本
稿
で
も
改
め
て
取
り
上
げ
る
。
従
来
こ
の
津
関
令
の
質
字
は
致
字

に
読
み
替
え
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
の
質
は
そ
の
ま
ま
読
む
べ
き
で
あ
る
。
字
跡
が
明
確
に
質
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
の
行
為
が
馬
の
売
買
に
関

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
津
関
令
に
お
け
る
致
と
は
性
格
が
異
な
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
前
者
二
つ
は
説
明
を
要
し
な
い
だ
ろ
う
が
、

三
つ
目
の
理
由
に
少
し
説
明
を
加
え
た
い
。

　

致
字
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
甘
粛
省
金
塔
県
に
位
置
す
る
漢
代
の
関
所
遺
跡
で
あ
る
肩
水
金
関
か
ら
出
土
し
、
二
〇
一

六
年
に
全
巻
公
開
さ
れ
た
肩
水
金
関
漢
簡
を
丹
念
に
検
討
し
た
、
鷹
取
二
〇
一
七
の
片
道
移
動
用
の
通
行
証
と
い
う
理
解
が
最
も
妥
当
だ
と
考

え
る
。
夙
に
李
均
明
一
九
九
九
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
致
に
は｢

送
る｣

と
い
う
意
味
が
あ
り
、
人
や
も
の
が
所
属
地
を
離
れ
て
別
地
点
に
送

①
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ら
れ
る
こ
と
が
基
本
的
意
味
と
な
る
。
鷹
取
氏
が
述
べ
る
と
お
り
、
致
は
通
行
証
と
し
て
は
そ
の
人
や
物
の
移
動
を
司
る
人
物
や
機
関
が
発
行

す
る
も
の
で
、
伝
と
類
似
の
発
給
手
続
き
が
行
わ
れ
、
戸
籍
の
記
載
や
登
記
の
変
更
に
も
関
係
す
る
文
書
で
あ
っ
た
。
致
の
発
行
は
そ
の
人
や

も
の
が
所
属
す
る
県
が
行
う
こ
と
が
基
本
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
郎
騎
の
場
合
は
、
そ
の
上
司
の
郎
中
令
が
伝
や
致
を
発
行
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
る
。『
二
年
律
令
』513  

簡
～514  

簡
は
郎
騎
の
移
動
と
馬
の
購
入
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
こ
こ
の
致
は
馬
を
買
い
に
行
く
郎
騎
の

通
行
証
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

一
方
で
本
条
文
の
質
は
、
馬
を
購
入
す
る
場
所
の
県
道
官
が
、
質
を
作
り
、
郎
騎
の
居
県
に
告
げ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
発
行
者
は
購

入
地
の
県
道
官
で
、
馬
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
致
で
あ
れ
ば
、
馬
の
移
動
証
を
居
県
に
送
る
、
す
な
わ
ち
馬
を
居
県
に
移
す
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
馬
は
居
県
で
は
な
く
郎
騎
の
所
有
物
で
あ
り
、
意
味
が
通
ら
な
い
と
ま
で
は
言
わ
な
い
が
、
迂
遠
な
表
現
で

あ
る
。
こ
こ
は
む
し
ろ
質
の
ま
ま
で
よ
み
、
郎
騎
の
戸
籍
情
報
を
管
理
す
る
居
県
に
対
し
、
大
型
動
産
の
売
買
が
正
当
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
証

明
し
、
郎
騎
の
所
有
大
型
動
産
情
報
を
更
新
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、
質
字
以
下
の
内
容
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
。
一
連
の
流
れ
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
郎
騎
が
新
し

い
馬
を
買
う
場
合
、
郎
中
令
が
購
入
に
先
だ
っ
て
致
を
作
り
、
郎
騎
は
購
入
予
定
地
の
県
道
官
に
向
か
い
、
購
入
す
る
。
購
入
地
の
県
道
官
は

致
を
確
認
し
て
購
入
を
許
可
し
、
質
文
書
を
作
っ
て
郎
騎
の
居
住
県
に
通
達
し
、｢

受
数｣

、
名
籍
を
受
け
る
、
つ
ま
り
郎
騎
の
戸
籍
の
控
え
を

取
得
し
、
購
入
し
た
馬
の
情
報
と
と
も
に
郎
中
令
に
上
程
し
た
。
郎
騎
の
居
県
は
送
付
さ
れ
た
質
文
書
を
受
理
し
、
郎
騎
の
所
有
大
型
動
産
情

報
を
更
新
す
る
。

　

郎
中
令
は
例
外
的
に
郎
騎
の
通
行
証
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
通
行
証
の
発
行
に
は
そ
の
身
元
情
報
、
す
な
わ
ち
戸
籍
と
、
所
有
す

る
馬
な
ど
の
情
報
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
戸
籍
の
控
え
と
馬
の
情
報
を
郎
中
令
に
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
津
関
令
の
内
容
か
ら
は
、
通
行
証
を
発
行
し
他
県
で
馬
を
買
う
場
合
、
馬
の
購
入
地
の
県
道
官
で
質
を
作
っ
て
、
戸
籍
情
報
を
有
す

る
居
県
に
質
文
書
が
送
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
れ
は
『
岳
麓
秦
簡
（
肆
）』
の
質
の
事
例
と
矛
盾
し
な
い
。 ②

③

④
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な
お
、
こ
の
他
の
津
関
令
の
事
例
に
も
馬
の
売
買
が
見
え
る
が
、
こ
の
条
文
に
だ
け
質
が
存
在
す
る
の
は
、
こ
れ
以
外
の
事
例
は
官
有
馬
に

な
る
馬
の
購
入
の
場
合
や
、
記
述
が
省
略
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
官
有
馬
で
あ
れ
ば
質
を
行
わ
ず
と
も
、
官
府
で
別
途
帳
簿
を

作
成
し
、
所
有
す
る
馬
匹
を
管
理
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

　

以
上
、
漢
初
に
お
い
て
も
大
型
動
産
売
買
の
質
の
制
度
が
残
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
三
年
に
発
掘
さ
れ

た
、
湖
南
省
益
陽
市
の
兔
子
山
遺
址
七
号
井
出
土
簡
牘
に
、
漢
初
の
質
に
関
す
る
例
が
あ
る
。

四
年
四
月
丁
亥
朔
丙
申
、
都
郷
守
蠸
敢
言
之
、
倉
変
・
髳
長
区
為
県
使
漢
長
安
長
沙
邸
。
自
言
与
私
奴
婢
偕
、
牒
書
所
与
偕
者
三
人
〃
、（
人
）
一
牒
、
署

奴
婢
主
占
者
名
于
牒
上
。
謁
告
過
所
県
、
即
乏
用
欲
売
、
聴
為
質
、
敢
言
之
。
／
四
月
丁
酉
、
益
陽
夫
移
過
所
県
・
長
安
市
、
令
史
可
聴
為
質
、
它
如
律

令
。
／
処
手
、
辰
手
（
⑦
3
）

四
年
（
恵
帝
四
年
、
前
一
九
一
年
）
四
月
丁
亥
朔
の
丙
申
、
都
郷
守
の
蠸
が
申
し
上
げ
ま
す
、
倉
の
変
・
髳
長
の
区
は
県
の
用
務
で
漢
長
安
の
長
沙
邸
に

使
い
し
ま
す
。
私
奴
婢
を
随
行
し
、
随
行
者
三
人
を
牒
書
し
、
人
ご
と
に
一
牒
、
奴
婢
の
主
占
者
の
名
を
牒
上
に
記
載
し
ま
し
た
、
と
申
し
て
い
ま
す
。

請
う
ら
く
は
通
過
地
の
県
に
、
も
し
用
度
が
不
足
し
（
奴
婢
を
）
売
却
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
質
を
作
成
す
る
こ
と
を
ゆ
る
せ
、
と
通
達
し
て
く
だ
さ
い
。

以
上
申
し
上
げ
ま
す
。
四
月
丁
酉
、
益
陽
県
令
の
夫
は
通
過
地
の
県
と
長
安
の
市
に
文
書
を
移
送
す
る
、
史
に
質
を
作
成
す
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
せ
る
よ
う
、

そ
の
他
は
律
令
の
通
り
。
／
処
が
記
す
、
辰
が
記
す
。

こ
の
な
か
で
は
公
務
出
張
の
た
め
に
私
有
の
奴
婢
を
随
行
す
る
長
沙
国
の
官
吏
が
、
資
金
不
足
に
陥
っ
た
場
合
に
道
中
で
奴
婢
を
売
却
す
る
こ

と
を
求
め
た
も
の
で
、
そ
の
際
に
通
過
地
の
県
お
よ
び
長
安
の
市
に
質
文
書
を
作
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
王
国
の
官
吏
で
は
あ
る
が
、
郷
か

ら
県
に
、
県
か
ら
通
過
地
お
よ
び
目
的
地
へ
と
文
書
が
移
送
さ
れ
、
都
郷
に
お
い
て
準
備
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
、
随
行
す
る
奴
婢
の
「
主
占
者
」

の
名
を
記
し
た
牒
が
正
当
な
所
有
権
を
示
す
文
書
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
主
占
者
の
語
に
つ
い
て
は
、
岳
麓
秦
簡
で
占
質
し

た
典
や
老
に
当
た
る
、
漢
代
の
里
の
父
老
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
質
に
依
拠
し
て
秦
漢
期
の
大
型
動
産
管
理
方
法
の
一
端
を
検
討
し
、
戸
籍
と
同
様
、
郷
に
お
い
て
大
型
動
産
の
所
有
情
報
が
管
理
さ

⑤

⑥
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れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
秦
漢
期
に
い
か
に
し
て
人
々
の
大
型
動
産
を
管
理
し
よ
う
と
し
た
か
、
多
少
な
り
と
も
明
ら
か
に
で
き
た

か
と
思
う
。

第
二
節　

秦
漢
期
の
私
有
財
産
の
把
握

　

前
節
ま
で
質
に
依
拠
し
て
秦
漢
期
の
大
型
動
産
管
理
方
法
の
一
端
を
検
討
し
て
き
た
。
戸
籍
と
同
様
、
郷
で
所
有
大
型
動
産
の
情
報
が
管
理

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
財
産
を
秦
漢
期
で
は
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
た
の
か
を
考
察
し
た
い
。

　

後
漢
に
な
る
と
、
家
ご
と
の
財
産
を
定
期
的
に
申
告
さ
せ
、
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
後
漢
の
人
で
あ
る
鄭
司
農
や

鄭
玄
は
、『
周
礼
』
の
注
釈
の
中
で
後
漢
当
時
の
状
況
に
言
及
し
て
い
る
。『
周
礼
』
地
官
小
司
徒
の
鄭
玄
注
に｢

物
、
家
中
之
財
な
り
、
歳
時

に
其
の
数
を
入
る
る
と
は
、
今
の
四
時
に
事
を
言
う
が
若
し｣

と
あ
る
こ
と
や
、
地
官
党
正
の
鄭
司
農
注
で｢

校
比
、
族
師
職
に
所
謂
時
を
以

て
民
を
属あ

つ

め
て
其
の
族
の
夫
家
の
衆
寡
を
校
登
し
、
其
の
貴
賤
・
老
幼
・
癈
疾
・
任
ず
べ
き
者
、
及
び
其
の
六
畜
・
車
輦れ

ん

を
弁
ず
。
今
の
小
案

比
の
如
し｣

と
述
べ
る
よ
う
に
、
後
漢
の
頃
に
は
季
節
ご
と
に
家
の
財
産
を
報
告
し
て
い
た
よ
う
で
、
人
々
の
財
産
状
況
が
把
握
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
後
漢
の
よ
う
な
定
期
的
な
財
産
状
況
の
把
握
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

家
の
財
産
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
は
、
秦
代
で
も
財
産
没
収
の
事
例
が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
臣
や
妾
の
よ
う
な
私
的
な
隷
属
者
の
ほ
か
、
家

の
樹
木
か
ら
家
畜
ま
で
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
こ
と
が
睡
虎
地
秦
簡
『
封
診
式
』
に
見
え
る
。

封
守　

郷
某
爰
書
。
以
某
県
丞
某
書
、
封
有
鞫
者
某
里
士
五
（
伍
）
甲
家
室
・
妻
・
子
・
臣
妾
・
衣
器
・
畜
産
。
●
甲
室
・
人
。
一
字
二
内
、
各
有
戸
、

内
室
皆
瓦
蓋
、
木
大
具
、
門
桑
十
木
。
●
妻
曰
、
某
、
亡
、
不
会
封
。
●
子
大
女
子
某
、
未
有
夫
。
●
子
小
男
子
某
、
高
六
尺
五
寸
。
●
臣
某
、
妾
小
女

子
某
。
●
牡
犬
一
。（『
封
診
式
』
封
守
）

封
守　

郷
の
某
の
爰
書
。
某
県
の
丞
の
某
の
書
状
を
も
っ
て
、
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
某
里
の
士
伍
の
甲
の
家
室
・
妻
・
子
・
臣
妾
・
衣
器
・
畜
産
を

差
し
押
さ
え
ま
し
た
。
●
甲
の
家
屋
・
人
は
以
下
の
通
り
。
一
堂
と
二
内
、
そ
れ
ぞ
れ
扉
が
あ
り
、
内
室
は
す
べ
て
瓦
ぶ
き
で
、
木
が
十
分
に
そ
な
わ
り
、

⑦
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門
に
桑
十
本
が
あ
る
。
●
妻
は
某
と
言
い
、
逃
亡
し
て
、
差
し
押
さ
え
に
立
ち
会
わ
な
か
っ
た
。
●
子
の
大
女
子
の
某
は
、
ま
だ
夫
が
い
な
い
。
●
子
の

小
男
子
の
某
は
、
身
長
が
六
尺
五
寸
。
●
臣
の
某
・
妾
の
小
女
子
の
某
が
い
る
。
●
牡
犬
一
匹
。

　

袁
延
勝
二
〇
一
八
は
こ
の
『
封
診
式
』
の
例
を
後
掲
す
る
『
二
年
律
令
』331  

の｢

民
宅
園
戸
籍｣

の
例
と
み
な
す
。『
封
診
式
』
は
裁
判

に
関
す
る
文
書
の
文
例
集
で
あ
り
、
本
簡
の
記
述
が
戸
籍
そ
の
も
の
で
な
い
の
は
明
ら
か
だ
が
、
戸
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
不
動
産
や
動
産
の
具

体
的
な
内
容
を
推
測
す
る
の
に
有
用
な
史
料
で
あ
る
と
は
い
え
よ
う
。
た
だ
、
戸
籍
自
体
に
直
接
所
有
財
産
が
書
か
れ
て
い
た
と
い
う
史
料
は

な
く
、
戸
籍
簡
と
見
な
さ
れ
る
物
も
、
奴
婢
ま
で
し
か
書
い
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
馬
牛
な
ど
の
財
産
は
戸
籍
と
は
別
途
記
録
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　

人
々
の
財
産
状
況
の
把
握
に
つ
い
て
、
秦
代
の
裁
判
記
録
で
あ
る
、『
岳
麓
秦
簡
（
参
）』
所
収
の
『
為
獄
等
状
等
四
種
』
中
の
事
案
七
に
、

家
の
財
産
申
告
を
す
る
際
、
債
権
分
の
財
産
申
告
を
隠
匿
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

【
敢
𤅊
（
讞
）】
之
。
十
八
年
八
月
丙
戌
、
大
女
子
𡟰
自
告
曰
、
七
月
、
為
子
小
走
馬
羛
（
義
）
占
家
訾
（
貲
）。
羛
（
義
）
当
責
大
夫
建
・
公
卒
昌
・
士

五
（
伍
）
𥢢
・
喜
・
遺
銭
六
万
八
千
三
百
、
有
券
、
𡟰
匿
不
占
吏
為
訾
（
貲
）。（『
為
獄
等
状
等
四
種
』
識
劫
𡟰
案 108

～109

）

お
そ
れ
な
が
ら
以
下
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
十
八
年
（
前
二
二
九
年
）
八
月
丙
戌
、
大
女
子
の
𡟰
が
自
ら
告
げ
て
言
う
こ
と
に
は
、
七
月
、
息
子
の
小
走

馬
の
義
の
た
め
に
家
の
財
産
を
申
告
し
ま
し
た
。
義
に
は
大
夫
の
建
・
公
卒
の
昌
・
士
伍
の
𥢢
・

た
い

喜
・
遺
に
対
す
る
六
万
八
千
三
百
銭
の
債
権
が
あ
り
、

券
が
あ
る
が
、
𡟰
は
隠
匿
し
て
吏
に
財
産
で
あ
る
こ
と
を
申
告
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
事
例
で
は
富
豪
の
死
後
、
そ
の
遺
産
を
巡
る
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
事
実
婚
を
し
て
い
た
𡟰
は
、
幼
い
子
の
義
に
代
わ
っ
て
家
産

申
告
を
行
う
の
だ
が
、
債
権
を
隠
し
て
不
正
申
告
を
行
っ
て
い
た
の
を
識
と
い
う
男
性
に
脅
さ
れ
、
と
い
っ
た
具
合
に
事
件
が
進
行
し
て
い
く
。

事
件
の
詳
細
は
割
愛
す
る
が
、
遺
産
相
続
の
際
に
家
産
申
告
を
し
、
そ
の
家
産
に
は
債
権
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
家
産
申
告
が
年

に
一
回
な
ど
の
定
期
的
に
行
わ
れ
た
も
の
な
の
か
、
相
続
の
時
に
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
秦
代
に
お
い
て
既
に

人
々
の
財
産
状
況
が
一
定
程
度
把
握
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
十
分
で
あ
ろ
う
。

⑨
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た
だ
、
こ
れ
が
市
で
の
生
業
を
行
っ
て
い
た
か
ら
特
別
に
行
わ
れ
た
措
置
な
の
か
、
広
く
一
般
の
民
す
べ
て
を
対
象
と
し
た
の
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
今
回
の
質
の
検
討
か
ら
、
民
間
所
有
大
型
動
産
は
把
握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
他
の
財
産
に
関
し
て
は
不
明
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

前
漢
代
に
は
所
有
す
る
大
型
動
産
に
課
税
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
山
田
勝
芳
一
九
九
三
に
よ
れ
ば
、
畜
算
と
呼
ば
れ
る
、
商

人
が
取
り
扱
う
家
畜
に
対
す
る
税
金
が
課
さ
れ
、
馬
口
銭
や
筭
馬
牛
羊
な
ど
の
語
が
見
え
る
こ
と
、
ま
た
財
産
税
と
し
て
、
算
緡
銭
を
徴
収
し

て
い
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
財
産
税
は
山
田
氏
に
よ
れ
ば
一
時
的
な
も
の
で
あ
り
、
恒
常
的
な
税
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
財
産
税
が
臨
時
的

で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
財
産
に
対
す
る
課
税
が
存
在
し
た
以
上
、
人
々
の
財
産
を
把
握
す
る
手
立
て
が
確
立
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　

『
二
年
律
令
』
戸
律
か
ら
、
漢
初
で
既
に
人
々
の
財
産
状
況
を
戸
ご
と
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

恒
以
八
月
令
郷
部
嗇
夫
・
吏
・
令
史
相
雑
案
戸
、
籍
副
臧
（
蔵
）
其
廷
。
有
移
徙
者
、
輒
移
戸
及
年
籍
爵
細
徙
所
、
並
封
。（『
二
年
律
令
』
戸
律 328

）

つ
ね
に
八
月
に
郷
部
嗇
夫
・
吏
・
令
史
に
共
同
で
戸
を
調
査
さ
せ
、
籍
の
副
本
は
そ
の
廷
に
収
蔵
す
る
。
住
居
を
移
す
者
が
い
れ
ば
、
そ
の
た
び
に
戸
籍

と
年
籍
・
爵
の
詳
細
を
徙
っ
た
所
に
移
送
し
、
あ
わ
せ
て
印
で
封
じ
る
。

戸
籍
自
体
に
つ
い
て
、
八
月
に
戸
口
調
査
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
さ
ら
に
以
下
の
よ
う
な
様
々
な
種
類
の
簿
籍
が
制
作
さ
れ
、
人
々

の
年
齢
や
不
動
産
な
ど
の
情
報
が
戸
籍
同
様
、
県
の
役
所
で
あ
る
県
廷
に
保
管
さ
れ
て
い
た
。

民
宅
園
戸
籍
、
年
細
籍
、
田
比
地
籍
、
田
合
籍
、
田
租
籍
、
謹
副
上
県
廷
（『
二
年
律
令
』
戸
律 331

）

民
宅
園
戸
籍
、
年
細
籍
、
田
比
地
籍
、
田
合
籍
、
田
租
籍
は
、
厳
正
に
副
本
を
つ
く
り
県
廷
に
提
出
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
籍
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を
記
載
し
て
い
た
か
は
諸
説
あ
る
も
の
の
、
戸
籍
と
と
も
に
土
地
や
宅
、
園
な
ど
の
情
報
が
県

廷
に
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
戸
籍
に
基
づ
い
て
不
動
産
な
ど
を
国
家
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

大
型
動
産
に
つ
い
て
、
漢
初
に
は
既
に
、
奴
婢
な
ど
の
相
続
情
報
は
券
に
書
き
、
戸
籍
の
よ
う
に
県
廷
に
送
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
馬
牛

⑫
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羊
な
ど
の
財
物
は
家
庭
内
分
与
が
可
能
だ
が
、
官
に
定
籍
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
は
相
続
の
た
び
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

民
欲
先
令
相
分
田
宅
・
奴
婢
・
財
物
、
郷
部
嗇
夫
身
聴
其
令
、
皆
参
弁
券
書
之
、
輒
上
如
戸
籍
。
有
争
者
、
以
券
書
従
事
、
毋
券
書
、
勿
聴
。
所
分
田
宅
、

不
為
戸
、
得
有
之
、
至
八
月
書
戸
。
留
難
先
令
、
弗
為
券
書
、
罰
金
一
両
。（『
二
年
律
令
』
戸
律 334

～336

）

民
が
遺
言
し
て
と
も
に
田
宅
・
奴
婢
・
財
物
を
分
与
す
る
と
き
は
、
郷
部
嗇
夫
が
直
接
そ
の
遺
言
を
受
理
し
、
い
ず
れ
も
参
弁
券
を
作
成
し
て
内
容
を
記

し
、
そ
の
た
び
に
戸
籍
と
同
じ
よ
う
に
提
出
さ
せ
る
。
係
争
が
起
こ
っ
た
場
合
、
券
書
で
処
理
し
、
券
書
が
な
け
れ
ば
、
受
理
し
な
い
。
分
与
さ
れ
た
田

宅
は
、
戸
を
形
成
し
て
い
な
く
て
も
、
こ
れ
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
、
八
月
に
な
れ
ば
戸
籍
に
記
入
す
る
。
遺
言
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
て
留
保
し
て
、

券
書
を
作
成
し
な
け
れ
ば
、
罰
金
一
両
。

民
大
父
〃
母
〃
・（
父
母
）・
子
・
孫
・
同
〃
産
〃
、（
同
産
）
子
、
欲
相
分
予
奴
婢
・
馬
牛
羊
・
它
財
物
者
、
皆
許
之
、
輒
為
定
籍
。（『
二
年
律
令
』
戸

律 337

）

民
の
祖
父
母
・
父
母
・
子
・
孫
・
同
産
、
同
産
の
子
で
、
奴
婢
・
馬
牛
羊
・
他
の
財
物
を
分
与
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
許
可
し
、
そ
の

た
び
ご
と
に
定
籍
を
作
成
す
る
。

以
上
の
『
二
年
律
令
』
の
記
述
を
ま
と
め
れ
ば
、
不
動
産
と
違
い
、
所
有
動
産
に
つ
い
て
ま
と
め
た
簿
籍
が
作
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
相
続
の
際
に
は
正
当
に
相
続
が
行
わ
な
れ
た
証
明
と
な
る
、
三
つ
に
分
割
さ
れ
た
券
（
参
弁
券
）
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
一
つ
が
県
廷
に

保
存
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
こ
で
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
残
り
の
二
つ
は
相
続
す
る
側
、
相
続
さ
れ
た
側
に
保
存
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
た
め
、
こ
の
券
と
戸
籍
を
と
も
に
参
照
す
る
こ
と
で
、
戸
ご
と
の
所
有
財
産
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
、
戸
籍
は
年
に
一
回
、
八
月
に
戸
口
調
査
が
行
わ
れ
る
の
に
対
し
、
所
有
動
産
は
相
続
の
た
び
に
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
所

有
動
産
に
関
す
る
記
述
が
少
な
い
た
め
、
確
実
と
は
言
え
な
い
が
、
動
産
に
つ
い
て
は
定
期
的
な
調
査
は
行
わ
れ
ず
、
主
要
な
所
有
動
産
に
変

更
が
あ
る
際
に
、
都
度
官
に
申
告
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

二
十
世
紀
の
前
半
に
、
現
在
の
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
、
居
延
烽
燧
遺
趾
か
ら
発
見
さ
れ
た
居
延
漢
簡
に
は
、
漢
代
の
辺
境
防
衛
に
関
す
る
簡
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牘
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
家
財
の
評
価
額
が
書
か
れ
た
簡
牘
が
出
土
し
て
い
る
。
居
延
漢
簡
に
は
候
長
や
隧
長
名
簿
な
ど
、
家

族
や
奴
婢
、
財
産
を
示
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
奴
二
人
、
直
三
万　

用
馬
五
匹
、
直
二
万　

宅
一
区
、
万

候
長
觻
得
広
昌
里
公
乗
礼
忠
年
卅　

大
婢
一
人
、
二
万　
　

牛
車
二
両
、
直
四
千　

田
五
頃
、
五
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

軺
車
二
乗
、
直
万　
　

服
牛
、
二
六
千　
　
　

●
凡
訾
直
十
五
万
（
居
延
漢
簡 37.35

）

こ
れ
は
官
吏
任
用
の
財
産
評
価
の
意
味
合
い
を
持
つ
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
財
産
の
評
価
額
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
般
の
人
々
の
財
産
情
報

の
評
価
額
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
た
か
は
不
明
だ
が
、
官
吏
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
に
か
な
り
の
程
度
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

宗
二
〇
二
三
ａ
第
三
章
参
照
。

鷹
取
二
〇
一
七
は
肩
水
金
関
の
史
料
か
ら
伝
や
致
を
は
じ
め
と
す
る
通
行
証
を

論
じ
て
お
り
、
そ
の
発
給
手
続
き
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
伝
は
民
か
ら
の
申

請
を
受
け
て
、
郷
嗇
夫
が
戸
籍
の
確
認
を
行
い
、
最
終
的
に
県
令
長
丞
が
伝
を
発

給
し
て
お
り
、
旅
行
者
が
携
帯
す
る
通
行
証
で
あ
っ
た
。
致
も
伝
と
同
様
の
発
給

手
続
き
で
あ
っ
た
と
し
て
お
り
、
本
稿
で
は
氏
の
説
に
従
う
。

こ
の
致
に
は
購
入
す
る
郎
騎
の
情
報
な
ど
が
書
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

通
行
証
の
発
行
は
県
の
管
轄
だ
が
、
厳
密
に
は
戸
籍
を
有
す
る
郷
で
所
有
財
産

が
把
握
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
二
年
律
令
』
津
関
令 506

～508 

簡
、519 

簡
は
関
津
通
過
が
主
の
話
で
質
に

は
言
及
さ
れ
ず
、509

～511 

簡
、516

～517 

簡
は
官
所
有
に
な
る
馬
を
買
う
場

合
で
あ
る
。520 

簡
～522 

簡
は
、
購
入
手
続
き
の
詳
細
が
書
か
れ
て
い
な
い
た

め
質
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
郎
騎
が
購
入
す
る
際
と
同
様
の
手
続
き

を
取
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

基
本
的
に
陳
偉
二
〇
二
四
の
釈
文
に
従
っ
た
。
こ
の
他
、
曹
旅
寧
二
〇
二
〇
、

張
忠
煒
二
〇
二
一
に
本
簡
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る
。
張
忠
煒
二
〇
二
一
を
除
く

先
行
研
究
で
は
通
行
証
の
実
物
と
解
釈
す
る
が
、
肩
水
金
関
出
土
の
通
行
証
と
は

書
式
が
違
う
た
め
、
本
簡
は
益
陽
県
か
ら
他
県
へ
送
る
文
書
の
控
え
で
、
別
に
通

行
証
と
牒
書
が
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
簡
を
恵
帝
四
年
の
こ
と
と
す

る
張
桑
田
二
〇
二
四
に
従
っ
た
。

山
田
勝
芳
一
九
九
三
、
第
三
章
第
四
節
二
〇
八
頁
参
照
。

山
田
勝
芳
一
九
九
三
、
第
三
章
第
五
節
二
一
四
頁
参
照
。

袁
延
勝
二
〇
一
八
、
七
六
頁
。

里
耶
秦
簡
の
戸
籍
簡
と
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
里
耶
秦
簡K

27 

が

あ
げ
ら
れ
る
。「
南
陽
戸
人
荊
不
更
蛮
強　

妻
曰
嗛　

子
小
上
造
□　

子
小
女
子

駝　

臣
曰
聚　

伍
長
」『
里
耶
発
掘
報
告
』
二
〇
三
～
二
一
一
頁
参
照
。
ま
た
、

邦
文
で
は
鈴
木
二
〇
一
二
、
第
一
章
に
戸
籍
情
報
を
含
む
簡
へ
の
言
及
が
あ
る
。

本
簡
の
釈
読
は
陶
安
二
〇
二
一
に
従
っ
た
。

山
田
勝
芳
一
九
九
三
、
第
三
章
第
五
節
二
三
四
頁

居
延
漢
簡 37.35 

は
礼
忠
簡
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
平
中
一
九

六
七
を
は
じ
め
、
漢
代
の
財
産
税
に
関
連
し
て
議
論
が
あ
る
が
、
本
論
の
趣
旨
と

は
異
な
る
た
め
詳
述
は
避
け
る
。
本
簡
の
理
解
、
お
よ
び
先
行
研
究
に
つ
い
て
は

⑬

①②③④⑤⑥

⑦⑧⑨⑩⑪⑫⑬
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永
田
二
〇
一
八
、
第
Ⅱ
部
第
五
章
を
参
照
。

結　
　

び　
　

に

　

以
上
、
大
型
動
産
管
理
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
本
稿
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。

　

先
秦
期
の
大
型
動
産
管
理
の
目
的
は
ま
ず
軍
事
的
需
要
が
あ
り
、
主
に
馬
や
車
を
把
握
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
時
代
に
は
経
済
的
指

標
と
し
て
の
家
畜
の
数
を
把
握
す
る
必
要
性
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

ま
た
、
秦
代
の
質
の
検
討
か
ら
、
秦
で
は
大
型
動
産
売
買
の
際
に
質
を
作
成
し
、
民
間
所
有
の
大
型
動
産
を
郷
レ
ベ
ル
で
把
握
し
て
い
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
動
産
所
有
情
報
が
戸
籍
簿
に
直
接
記
載
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
郷
に
お
い
て
戸
籍
簿
と
同
様
に
所
有
大
型
動
産

情
報
を
管
理
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
公
的
機
関
で
の
動
産
管
理
の
実
例
か
ら
簿
に
よ
る
管
理
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
推
測
し
た
。
民
間
所
有

の
大
型
動
産
の
数
量
や
所
在
を
把
握
し
、
そ
の
移
動
を
管
理
す
る
も
の
が
質
制
度
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
く
漢
代
に
お
い
て
も
、
津
関
令
の
検
討
を
通
し
て
、
質
を
用
い
た
大
型
動
産
管
理
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。『
二
年
律
令
』

戸
律
の
内
容
か
ら
、
不
動
産
と
同
様
に
簿
籍
の
形
で
管
理
さ
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
相
続
の
た
び
に
券
が
県
廷
に
保
存
さ
れ
、
必
要
で
あ
れ
ば

戸
が
所
有
す
る
主
要
な
財
産
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
財
産
情
報
の
把
握
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
財
産
税
の
実
施
が
可
能
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
居
延
漢
簡
で
は
所
有
大
型
動
産
の
価
値
が
銭
で
表
記
さ
れ
、
官
吏
に
対
し
て
は
詳
細
に
管
理
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
後
漢
代
に
は
所
有
財
産
の
総
額
を
把
握
す
る
こ
と
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
先
学
が
指
摘
す
る
通
り
だ
が
、
こ
う
し
た
人
々
の
所
有
動
産

の
管
理
に
つ
い
て
、
古
代
中
国
で
の
一
連
の
流
れ
を
本
稿
で
は
確
認
し
た
。

　

こ
う
し
た
所
有
動
産
管
理
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
で
、
秦
か
ら
漢
に
か
け
て
、
着
実
に
人
々
の
財
産
を
把
握
す
る
仕
組
み
が
整
っ
て
い
た
こ
と

と
と
も
に
、
秦
代
に
そ
の
核
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
秦
代
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
点
も
多
い
が
、
財
産
税
な
ど
の
話
が

史
書
中
に
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
漢
代
ほ
ど
民
間
所
有
財
産
の
把
握
が
進
行
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
現
時
点
で
は
考
え
て
い
る
。
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こ
う
し
た
秦
か
ら
漢
へ
の
変
化
が
ど
の
よ
う
な
要
因
に
基
づ
く
の
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

参
考
文
献
一
覧

（
日
文
）
五
十
音
順

青
木
俊
介　

二
〇
二
〇
「
秦
代
に
お
け
る
県
の
守
官
任
職
者
に
つ
い
て
─
─
遷
陵
県
の
官
吏
異
動
状
況
か
ら
─
─
」『
東
洋
史
研
究
』
七
八
巻
四
号

池
田
雄
一　

二
〇
二
二
『
中
国
古
代
の
律
令
と
地
域
支
配
』
汲
古
書
院

岡
村
秀
典　

二
〇
〇
五
『
中
国
古
代
王
権
と
祭
祀
』
学
生
社

小
倉
芳
彦　

二
〇
〇
三
『
小
倉
芳
彦
著
作
選
Ⅲ　

春
秋
左
氏
伝
研
究
』
論
創
社

金
谷
治　

一
九
八
七
『
管
子
の
研
究
：
中
国
古
代
思
想
の
一
面
』
岩
波
書
店

重
近
啓
樹　

二
〇
〇
九
「
近
年
に
お
け
る
秦
漢
経
済
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」『
ア
ジ
ア
研
究
』
四
巻

鈴
木
直
美　

二
〇
一
二
『
中
国
古
代
家
族
史
研
究
─
─
秦
律
・
漢
律
に
み
え
る
家
族
形
態
と
家
族
観
─
─
』
刀
水
書
房

曽
我
部
静
雄　

一
九
八
三
「
周
礼
の
郷
・
遂
と
稍
・
県
・
都
に
つ
い
て
─
─
巻
頭
言
に
か
え
て
─
─
」『
集
刊
東
洋
学
』
五
〇
号

鷹
取
祐
司　

二
〇
〇
八
「
秦
漢
時
代
の
刑
罰
と
爵
制
的
身
分
序
列
」『
立
命
館
文
学
』
六
〇
八
号

─
─
二
〇
一
三
「
里
耶
秦
簡
に
見
え
る
秦
人
の
存
在
形
態
」
愛
媛
大
学
「
資
料
学
」
研
究
会
編
『
資
料
学
の
方
法
を
探
る
』
一
二

─
─
二
〇
一
七｢

肩
水
金
関
遺
址
出
土
の
通
行
証｣

『
古
代
中
世
東
ア
ジ
ア
の
関
所
と
交
通
制
度
』
汲
古
書
院

─
─
二
〇
一
九｢

漢
代
の
民
用
通
行
証
と
通
関
名
籍
：
肩
水
金
関
遺
址
出
土
通
関
名
籍
分
析
の
た
め
の
予
備
作
業
（
芳
村
弘
道
教
授
退
職
記
念
論
集
）｣

『
立
命
館
文
学
』
六
六
四
号

土
口
史
記　

二
〇
一
五
ａ
「
里
耶
秦
簡
に
み
る
秦
代
県
下
の
官
制
構
造
」『
東
洋
史
研
究
』
七
三
巻
四
号

─
─
二
〇
一
五
ｂ｢

秦
代
の
令
史
と
曹｣

『
東
方
学
報
』
九
〇
冊

永
田
英
正　

二
〇
一
八
『
漢
代
史
研
究
』
汲
古
書
院

野
間
文
史　

二
〇
一
〇
『
春
秋
左
氏
伝
─
─
そ
の
構
成
と
基
軸
』
研
文
出
版

平
中
苓
次　

一
九
六
七
『
中
国
古
代
の
田
制
と
税
法
─
─
秦
漢
経
済
史
研
究
─
─
』
東
洋
史
研
究
会

宮
宅
潔
編　

二
〇
二
三
『
岳
麓
書
院
所
蔵
簡
《
秦
律
令
（
壱
）》
訳
注
』
汲
古
書
院

宗
周
太
郎　

二
〇
二
三
ａ
「
質
字
考
」『
古
代
文
化
』
七
四
巻
四
号

─
─
二
〇
二
三
ｂ
「
戦
国
秦
漢
期
の
商
取
引
管
理
─
─
券
と
質
を
中
心
に
─
─
」『
日
本
秦
漢
史
研
究
』
二
十
四
号

山
田
勝
芳　

一
九
九
三
『
秦
漢
財
政
収
入
の
研
究
』
汲
古
書
院

山
田
崇
仁　

二
〇
〇
六｢

『
周
礼
』
の
成
書
時
期
・
地
域
に
つ
い
て｣

『
中
国
古
代
史
論
叢
』
第
三
集
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吉
本
道
雅　

一
九
九
九｢

曲
礼
考｣

小
南
一
郎
編
『
中
国
古
代
礼
制
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

─
─
二
〇
〇
二｢

左
伝
成
書
考｣

『
立
命
館
東
洋
史
学
』
二
五
号
。

─
─
二
〇
〇
五
『
中
国
先
秦
史
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会

劉
欣
寧　

二
〇
一
二
「
秦
漢
時
代
の
戸
籍
と
個
別
人
身
支
配
：
本
籍
地
に
関
す
る
考
察
」『
史
林
』
九
五
巻
六
号
。

（
中
文
）
拼
音
順

曹
旅
寧　

二
〇
二
〇｢
漢
唐
時
期
律
令
法
系
中
奴
婢
馬
牛
等
大
宗
動
產
買
売
過
程
研
究｣

『
社
会
科
学
』
二
〇
二
〇
年
第
一
期

陳
偉　

二
〇
〇
三｢

張
家
山
漢
簡
《
津
関
令
》
中
的
渉
馬
諸
令
研
究｣

『
考
古
学
報
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期

─
─
二
〇
二
四
「
益
陽
兔
子
山
七
号
井
木
牘
7-

3
識
小
」
簡
帛
網
（http://w

w
w
.bsm

.org.cn/?hanjian/9349.htm
l

）（
二
〇
二
四
年
一
月
公
開
、
二
〇
二
五
年
四
月
二
十
日

検
索
）

陳
偉
主
編　

二
〇
一
二
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
一
巻
）』
武
漢
大
学
出
版
社

─
─
二
〇
一
八
『
里
耶
秦
簡
牘
校
釈
（
第
二
巻
）』
武
漢
大
学
出
版
社

郭
沫
若　

一
九
八
二
『
中
国
古
代
社
会
研
究
』（『
郭
沫
若
全
集
歴
史
篇
第
一
巻
』
人
民
出
版
社
所
収
）

晋
文　

二
〇
二
一
『
秦
漢
土
地
制
度
研
究
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社

李
均
明　

一
九
九
九｢

簡
牘
文
書
『
致
』
考
述｣

同
『
初
学
録
』
所
収
、
蘭
台
出
版
社

李
孝
林
ほ
か　

二
〇
一
二
『
基
于
簡
牘
的
経
済
、
管
理
史
料
比
較
研
究
』
社
会
科
学
文
献
出
版
社

李
学
勤　

二
〇
〇
三
「
初
読
里
耶
秦
簡
」『
文
物
』
二
〇
〇
三
年
第
一
期

羅
振
玉　

一
九
二
七
『
増
訂
殷
墟
書
契
考
釈
』
東
方
学
会

陶
安　

二
〇
二
一
『
岳
麓
秦
簡
為
獄
等
状
四
種
釈
文
注
釈
（
修
訂
本
）』
上
海
古
籍
出
版
社

武
漢
大
学
簡
帛
研
究
中
心　

湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
等
編　

陳
偉
主
編　

二
〇
一
四
『
秦
簡
牘
合
集
』
武
漢
大
学
出
版
社

─
─
二
〇
一
六
『
秦
簡
牘
合
集　

釈
文
注
釈
修
訂
本
』、
武
漢
大
学
出
版
社

楊
振
紅　

二
〇
二
三
「
漢
代
算
車
、
船
、
緡
銭
制
度
新
考
」
同
『
出
土
簡
牘
与
秦
漢
帝
国
』
所
収
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社

袁
延
勝　

二
〇
一
八
『
秦
漢
簡
牘
戸
籍
資
料
研
究
』
人
民
出
版
社

臧
知
非　

二
〇
一
七
『
秦
漢
土
地
賦
役
制
度
研
究
』
中
央
編
訳
出
版
社

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組　

二
〇
〇
一
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
（
二
四
七
号
墓
）』
文
物
出
版
社

─
─
二
〇
〇
六
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
（
二
四
七
号
墓
）
釈
文
修
訂
本
』
文
物
出
版
社

張
桑
田　

二
〇
二
四
「
益
陽
兔
子
山
遺
址
七
号
井
簡
牘
史
料
価
値
挙
隅
」『
中
国
史
研
究
動
態
』
二
〇
二
四
年
第
一
期

35　（405）

戦国秦漢期の大型動産管理（宗）



張
忠
煒　

二
〇
二
一
「
湖
南
益
陽
兔
子
山
遺
址
Ｊ
7
⑦
：
3
木
牘
考
釈
─
─
兼
論
〝
徐
偃
矯
制
〟」『
文
物
』
二
〇
二
一
年
第
六
期

張
燕　

二
〇
一
二｢

睡
虎
地
秦
簡
中
的
〝
公
〟
与
〝
官
〟
以
官
方
財
產
所
有
権
標
識
為
核
心｣

『
河
北
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
三
五
巻
五
期

張
栄
強　

二
〇
二
三
『
従
戸
版
到
紙
籍
：
戦
国
至
唐
代
戸
籍
制
度
考
論
』
科
学
出
版
社

鄭
顕
文
・
王
蕾　

二
〇
二
一｢

漢
代
私
有
財
產
権
制
度
的
歴
史
演
変
及
法
律
保
護｣

『
東
岳
論
集
』
二
〇
二
一
年
第
一
期

朱
徳
貴　

二
〇
二
一
『
新
出
簡
牘
与
秦
漢
賦
役
制
度
研
究
』
中
国
人
民
大
学
出
版
社

簡
牘
史
料

睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
篇　

一
九
九
〇
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
文
物
出
版
社

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著　

二
〇
〇
七
『
里
耶
発
掘
報
告
』
岳
麓
書
社

─
─
二
〇
一
二
『
里
耶
秦
簡
（
壱
）』
文
物
出
版
社

─
─
二
〇
一
七
『
里
耶
秦
簡
（
弐
）』
文
物
出
版
社

─
─
二
〇
二
四
『
里
耶
秦
簡
（
参
）』
文
物
出
版
社

朱
漢
民
・
陳
松
長
主
編　

二
〇
一
〇
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
壱
）』
上
海
辞
書
出
版
社

─
─
二
〇
一
三
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
参
）』
上
海
辞
書
出
版
社

陳
松
長
主
編　

二
〇
一
五
『
岳
麓
書
院
蔵
秦
簡
（
肆
）』
上
海
辞
書
出
版
社

謝
桂
華
・
李
均
明
・
硃
国
炤　

一
九
六
七
『
居
延
漢
簡
釈
文
合
校
』
文
物
出
版
社

簡
牘
整
理
小
組
編　

二
〇
一
四
『
居
延
漢
簡
（
壱
）』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所

張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組　

二
〇
〇
一
『
張
家
山
漢
墓
竹
簡
〔
二
四
七
号
墓
〕』
文
物
出
版
社

彭
浩
・
陳
偉
・
工
藤
元
男
編　

二
〇
〇
七
『
二
年
律
令
与
奏
讞
書
、
張
家
山
二
四
七
号
漢
墓
出
土
法
律
文
献
釈
読
』
上
海
古
籍
出
版
社

湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所　

二
〇
二
〇
『
沅
陵
虎
渓
山
一
号
漢
墓
』
文
物
出
版
社

（
大
谷
大
学
文
学
部
助
教
）
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